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件
名「
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
」の
メ
ー
ル
が
日

本
記
者
ク
ラ
ブ
事
務
局
に
舞
い
込
ん
だ
。「
当
選
」を

エ
サ
に
し
た
売
り
込
み
メ
ー
ル
か
と
思
っ
た
ら
、
当
ク

ラ
ブ
の
動
画
チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数
が
１
万
を
超
え
た

と
の
動
画
共
有
サ
ー
ビ
ス
会
社「
ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ
」か

ら
の
お
知
ら
せ
だ
っ
た
。

　
当
ク
ラ
ブ
が
会
見
の
動
画
公
開
を
始
め
た
の
は
、
８

年
前
の
２
０
０
９
年
10
月
。

　
ゲ
ス
ト
が
固
辞
し
た
場
合
を
除
い
て
、
原
則
、
全
て

の
会
見
を
、
編
集
せ
ず
に
無
料
で
公
開
し
て
い
る
。
会

見
に
出
席
で
き
な
い
会
員
へ
の
便
宜
と
、
ニ
ュ
ー
ス
の

当
事
者
、
分
析
者
た
ち
の
発
言
を
広
く
一
般
に
届
け
た

い
と
い
う
使
命
か
ら
だ
。
動
画
は
ネ
ッ
ト
上
に
無
期
限

で
保
存
さ
れ
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
と
し
て
の
資
料
価
値
も

あ
る
。
当
時
は
ニ
ュ
ー
ス
に
な
ら
な
く
て
も
、
時
間
を

お
い
て
動
画
を
見
直
す
と
報
道
価
値
が
見
つ
か
る
場
合

も
あ
る
。

　
ち
な
み
に
、
登
録
者
数
１
０
０
万
を
超
え
る
チ
ャ
ン

ネ
ル
も
多
く
、
ち
ょ
っ
と
が
っ
か
り
。
た
だ
、
そ
の
ほ

と
ん
ど
が「
ユ
ー
チ
ュ
ー
バ
ー
」と
呼
ば
れ
る
個
人
発

信
の
エ
ン
タ
メ
だ
っ
た
。
ニ
ュ
ー
ス
関
連
で
い
え
ば
、

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
者
数
が
１
万
未
満
の
全
国
紙
も
あ

り
、
当
ク
ラ
ブ
も
健
闘
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
は
。

チ
ャ
ン
ネ
ル
登
録
は
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の「
い
い
ね
」に
相
当

し
、更
新
に
気
づ
き
や
す
く
な
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。

登
録
無
料
。
ぜ
ひ
登
録
を
お
勧
め
し
ま
す
。

�

（
土
生
修
一
）

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
チ
ャ
ン
ネ
ル

８
年
で
登
録
者
数
１
万
超
え
る

敗れても王者
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総
理
経
験
者
か
ら「
忘
れ
ら
れ
た
貢
献
者
」ま
で

日
中
国
交
正
常
化
45
周
年
で
多
彩
な
ゲ
ス
ト

　
日
中
関
係
が
ギ
ク
シ
ャ
ク
し
て
い
る
せ

い
か
関
心
は
低
い
が
、
今
年
は
日
中
国
交

正
常
化
45
周
年
に
あ
た
っ
て
い
る
。
対
中

関
係
は
、
好
き
嫌
い
で
は
な
く
、
日
本
に

と
っ
て
不
可
避
の
重
要
課
題
で
あ
り
、
当

ク
ラ
ブ
も
こ
の
夏
か
ら
日
中
関
係
に
関
連

し
た
ゲ
ス
ト
を
呼
ん
で
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
に
、
現
役
の
上
海
総
領
事
で

あ
る
片
山
和
之
さ
ん
、
日
中
友
好
に
長
年

関
与
し
て
き
た
作
家
の
石
川
好
さ
ん
、
元

首
相
で
日
中
交
流
促
進
実
行
委
員
会
最
高

顧
問
を
務
め
る
福
田
康
夫
さ
ん
、
日
本
の

漫
画
を
中
国
に
紹
介
し
て
い
る
中
国
翻
翻

動
漫
集
団
社
長
の
沈
浩
さ
ん
、
科
学
分
野

で
の
交
流
に
尽
力
し
て
い
る
衆
院
議
員
の

伊
佐
進
一
さ
ん
な
ど
、
総
理
経
験
者
か
ら

作
家
ま
で
、
幅
広
い
ゲ
ス
ト
か
ら
豊
富
な

体
験
に
基
づ
く「
あ
る
べ
き
日
中
友
好
」

に
つ
い
て
話
を
聞
い
て
き
た
。

李
徳
全
と
南
京
で
の
マ
ン
ガ
展

　
そ
の
な
か
で
、
日
中
友
好
史
の「
知
ら

れ
ざ
る
１
ペ
ー
ジ
」に
言
及
し
た
の
が
、

石
川
好
さ
ん
の
会
見
だ
っ
た
。

　
石
川
さ
ん
監
修
の『
李
徳
全
』（
日
本
僑

報
社
）の
主
人
公
で
あ
る
李
徳
全
女
史
は
、

戦
後
も
中
国
に
抑
留
さ
れ
て
い
た
日
本
人

Ｂ
Ｃ
級
戦
犯
約
１
０
０
０
人
の
帰
国
を
実

現
さ
せ
た
中
心
人
物
だ
っ
た
。
彼
女
の
活

動
は
当
時
、

日
本
で
も
大

き
く
報
道
さ

れ「
感
謝
す

る
歌
」ま
で

作
ら
れ
た
と
い
う
。

　
会
見
に
同
席
し
た
著
者
の
林
振
江
・
北

京
大
学
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
常
務
理
事
は

「
日
中
友
好
に
は
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
人
物

が
必
要
。
こ
の
本
を
中
国
で
一
番
権
威
が

あ
る
中
国
社
会
科
学
院
か
ら
出
版
し
た

い
。
実
現
す
れ
ば
、
習
近
平
国
家
主
席
を

は
じ
め
共
産
党
幹
部
が
読
む
。
そ
う
な
れ

ば
、
中
国
に
李
徳
全
の
銅
像
を
つ
く
り
、

そ
の
前
で
習
国
家
主
席
と
日
本
の
首
相
が

握
手
す
る
こ
と
も
不
可
能
で
は
な
い
」と

著
書
に
込
め
た
狙
い
を
述
べ
た
。

　
ま
た
石
川
さ
ん
は
実
行
委
員
と
し
て
以

前
、
ち
ば
て
つ
や
さ
ん
、
森
田
拳
次
さ
ん

な
ど
日
本
人
マ
ン
ガ
家
が
日
本
人
の
戦
争

体
験
を
描
い
た
マ
ン
ガ
展
を
南
京
の「
大

虐
殺
記
念
館
」で
開
催
し
、
２
４
０
万
の

入
場
者
を
記
録
し
た
経
験
を
披
露
し
た
。

　「
加
害
者
の
イ
メ
ー
ジ
し
か
な
い
日
本

人
が
、
戦
争
で
悲
惨
な
被
害
を
受
け
て
い

た
こ
と
を
多
数
の
中
国
人
が
初
め
て
知
っ

た
画
期
的
イ
ベ
ン
ト
だ
っ
た
。
も
っ
と
民

間
主
導
の
交
流
に
力
を
入
れ
る
べ
き
」と

力
説
し
た
。

　
李
女
史
も
南
京
で
の
マ
ン
ガ
展
も
日
本

で
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
い
な
い
。
埋
も

れ
た
日
中
関
係
史
を
知
る
ゲ
ス
ト
の
発
掘

に
力
を
入
れ
た
い
。

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
観
が
変
化
、
さ
だ
さ
ん

　
当
ク
ラ
ブ
に
芸
能
人
が
登
壇
す
る
の
は

年
に
数
回
。
今
年
初
の
芸
能
人
ゲ
ス
ト
は

さ
だ
ま
さ
し
さ
ん
だ
っ
た
が
、
歌
手
と
し

て
で
は
な
く
、
被
災
地
支
援
を
行
う
公
益

財
団
法
人「
風
に
立
つ
ラ
イ
オ
ン
基
金
」

の
創
設
者
と
し
て
の
登
場
だ
っ
た
。

　
さ
だ
さ
ん
は
、
コ
ン
サ
ー
ト
で
募
っ
た

義
援
金
を
被
災
地
に
寄
付
す
る
活
動
を
四

半
世
紀
続
け
て
き
た
。「
売
名
行
為
だ
、

正
義
漢
ヅ
ラ
す
る
な
と
い
わ
れ
る
こ
と
に

び
く
び
く
し
て
い
た
。
で
も
最
近
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
は
慈
善
で
は
な
く
、
当
然
の
こ

と
だ
と
受
け
取
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
」

と
時
代
の
変
化
を
指
摘
し
た
。

　
以
前
、
一
緒
に
被
災
地
に
出
向
い
た
歌

手
の
泉
谷
し
げ
る
さ
ん
か
ら
支
援
活
動
後

に
か
け
ら
れ
た
言
葉
に
も
背
中
を
押
さ
れ

た
と
い
う
。

　「
さ
だ
、
こ
れ
は
い
い
こ
と
だ
な
。
ま

た
困
っ
た
や
つ
ら
が
い
た
ら
、
偽
善
を
や

り
に
行
こ
う
ぜ
」

�

（
専
務
理
事
　
土
生
修
一
）
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初
当
選
、
そ
の
後
、
新
党
さ
き
が
け
か
ら

民
主
党
結
党
に
携
わ
り
、共
に
当
選
８
回
。

民
主
党
政
権
の
崩
壊
を
中
枢
で
経
験
し

た
。「
リ
ベ
ラ
ル
」と「
保
守
」と
い
う
路

線
の
違
い
は
あ
る
も
の
の
、
互
い
を
よ
く

知
り
尽
く
し
た
同
志
は
、
戦
い
を
前
に
し

て
も
、
弱
気
な
繊
細
さ
を
見
せ
た
。

◇

　
今
回
の
代
表
質
問
団
は
、
共
同
通
信
の

川
上
高
志
委
員
と
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
竹
田
忠
委

員
。そ
し
て
事
務
局
の
ご
配
慮
で
、司
会
の

私
も
質
問
に
加
わ
る
よ
う
に
、
と
の
こ
と

だ
っ
た
が
、
こ
れ
は
司
会
の
中
立
性
を
考

え
た
時
、な
か
な
か
難
し
い
注
文
だ
っ
た
。

　
質
問
団
の
最
大
の
関
心
は
、盛
り
上
が

り
に
欠
け
、
候
補
者
す
ら
と
が
っ
た
対
立

を
避
け
る
な
か
で
、
い
か
に
両
者
の
違
い

を
具
体
的
に
あ
ぶ
り
出
す
か
だ
っ
た
。

　
川
上
委
員
は
、
討
論
会
前
に
行
わ
れ
た

２
人
の
テ
レ
ビ
出
演
な
ど
を
全
て
チ
ェ
ッ

ク
し
、質
問
が
か
ぶ
ら
な
い
よ
う
に
工
夫
。

そ
れ
ま
で
の
両
候
補
の
主
張
を
踏
ま
え
た

上
で
、一
歩
先
を
聞
く
質
問
を
繰
り
出
し
た
。

　
竹
田
委
員
は
、
社
会
保
障
の
拡
充
に
充

て
る
財
源
論
な
ど
に
つ
い
て
、
単
な
る
違

い
だ
け
で
な
く
、
ど
れ
だ
け
現
実
味
の
あ

る
プ
ラ
ン
を
政
権
交
代
可
能
な
野
党
第
１

党
と
し
て
検
討
し
て
い
る
の
か
、
両
候
補

に
質
し
た
。

　
こ
の
戦
略
が
両
候
補
の
戦
い
の
本
能
に

火
を
つ
け
た
の
か
、
第
２
部
で
、
枝
野
氏

が
離
党
者
の
選
挙
区
に
対
抗
馬
を
立
て
る

べ
き
で
は
な
い
か
、
と
前
原
氏
に
迫
っ
た

の
は
、
こ
の
討
論
会
の
ハ
イ
ラ
イ
ト
だ
っ

た
と
思
う
。

◇

　
代
表
選
の
最
中
だ
と
い
う
の
に
、
民
進

党
か
ら
の
離
党
を
ほ
の
め
か
す
議
員
が
後

を
絶
た
な
い
。

　
前
原
氏
の
優
勢
が
伝
え
ら
れ
て
い
る

が
、幹
事
長
人
事
な
ど
で
若
手
を
起
用
し
、

党
の
さ
ら
な
る
分
裂
を
避
け
ら
れ
る
の

か
。
そ
し
て
、
代
表
選
後
の
各
社
の
世
論

調
査
で
、
政
党
支
持
率
を
上
げ
る
こ
と
が

で
き
る
の
か
。

　
移
ろ
い
や
す
い
世
論
が
、
民
主
党
政
権

の
失
敗
だ
け
は
忘
れ
ず
に
い
る
。「
失
敗

を
経
験
」し
た
両
氏
に
と
っ
て
、「
進
む

も
地
獄
、
退

く
も
地
獄
」

の
状
況
が
続

く
。

�（
８
月
28
日
記
）

実
施
要
領
メ
モ

▼
日
時
：
８
月
22
日（
火
）13
：
00
～

14
：
35
▼
会
場
：
10
階
ホ
ー
ル
▼
登
壇

者
：
前
原
誠
司
、
枝
野
幸
男
の
両
立
候

補
者（
届
け
出
順
）▼
司
会
：
小
栗
泉

企
画
委
員
、
代
表
質
問
：
川
上
高
志
、

竹
田
忠
の
両
企
画
委
員
▼
進
行
：【
第

１
部
】各
３
分
で
立
候
補
に
あ
た
っ
て

の
基
本
的
な
主
張
を
述
べ
た
後
、
代
表

質
問
団
と
の
質
疑
応
答（
約
70
分
）【
第

２
部
】立
候
補
者
同
士
の
討
論（
約
25

分
）▼
出
席
：
２
０
９
人
▼
テ
レ
ビ
は

11
局
が
取
材
▼
野
党
第
１
党
の
代
表
選

討
論
会
は
10
回
目

民
進
党
代
表
選
立
候
補
者 

討
論
会
（
８
・
２２
）

分
裂
避
け
ら
れ
る
？
　〝
同
志
〟
対
決

�

企
画
委
員
　
小
栗
　
泉（
日
本
テ
レ
ビ
報
道
局
政
治
部
長
）

代表質問の竹田、川上
両企画委員（左から）▶

前原氏の揮ごうを紹介する小栗
企画委員

前原誠司（左）、枝野幸男の両候補

　
討
論
会
が
始
ま
る
前
、
控
室
で
段
取
り

の
簡
単
な
打
ち
合
わ
せ
を
終
え
、
前
原
氏

が
席
を
立
っ
た
際
、
枝
野
氏
は
つ
ぶ
や
い

た
。「
菅（
直
人
）さ
ん
は
よ
く
代
表
選
を

何
度
も
闘
っ
た
も
の
だ
。
身
体
よ
り
も
、

精
神
的
に
き
つ
い
」

　
会
見
が
始
ま
っ
て
数
分
後
、
質
問
に
答

え
る
前
原
氏
の
足
元
を
見
る
と
、
親
指
の

つ
ま
先
を
ハ
の
字
に
つ
け
て
か
か
と
を
浮

か
せ
、
奇
妙
な
力
が
入
っ
て
い
た
。

　
こ
の
２
人
、
似
て
い
る
。
日
本
新
党
で
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https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34916/report
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青
あお

柳
やぎ

　俊
とし

彦
ひこ

　JR九州社長

　JR九州は本州以外のJRで唯一
上場企業。大人気の高級寝台列車
「ななつ星in九州」は、民営化直後
から始めた「D＆S」（デザイン＆ス
トーリー）といわれる観光列車開
発の集大成だった。「このままで
は生き残れないとの危機感」がア
イデアにつながった。

■8・8（火）記者会見・記者研修会／司会：安井孝之委員／出
席：86人

片
かた

山
やま

　和
かず

之
ゆき

　在上海総領事

　現在、通算5度目の中国勤務中。
近著では戦前の上海駐在日本人外
交官の紹介を通じ、当時の対中外
交の限界を分析。「今の上海人は
ビジネスライク。起業家精神が旺
盛で日本への関心も高い。日本の
対中関心低下は国力の差を一層拡
大させる」との危機感も表明。

■8・3（木）著者と語る『対中外交の蹉跌　上海と日本人外交
官』／司会：坂東賢治委員／出席：45人

アヒム・シュタイナー　国連開発計画（UNDP）総裁

　今年6月に就任。2030年までの
達成をめざす国連の「持続可能な
開発目標（SDGs）」について「各国
のあらゆる社会のレベルで関連活
動が拡大している。日本では企業
が積極的に関与している」と評
価。ただし「富の集中が進んでお
りリスクにもなる」と警告した。

■8・10（木）記者会見／司会：土生修一専務理事／通訳：西
村好美／出席：42人

さだ　まさし　歌手

　へき地医療、災害救援の従事者
を支援する団体「風に立つライオ
ン基金」が公益財団法人に認定さ
れ、設立者として登壇した。災害
救援を長年続けており、「命を守
れれば、人は必ず立ち直ることが
できる。お叱りを受けながらやっ
ていきたい」と語った。

■8・3（木）記者会見／司会：傍示文昭前委員／出席：62人

ムハンマド・アルイーサ　 
ムスリム世界連盟事務総長

　ムスリム世界連盟は京都での世
界宗教サミットに初参加、「日本
は寛容の国だと痛感した」。「ISな
どの過激派はイスラム教徒のほん
の一部だけ」と繰り返した。サウ
ジアラビアで要職を経験。カター
ル制裁には「家族の１人が悪いこ
とをしたので叱っただけ」。

■8・10（木）記者会見／司会：杉田弘毅委員／通訳：リー
ム・アハマド／出席：32人

ラッシーナ・ゼルボ　 
包括的核実験禁止条約機関（CTBTO）準備委員会事務局長

　包括的核実験禁止条約（CTBT）
が発効するまでの準備組織のトッ
プ。核保有国が批准せず20年以上
たっても未発効だが、「核削減に
はCTBTが一番効果的。希望を失
わずに説得を続けたい」。「『核は
唯一の自衛策』との北朝鮮の主張
は70年前の米ソと同じ」

■8・7（月）記者会見／司会：土生修一専務理事／通訳：大野
理恵／出席：18人

ケビン・デリオン　米カリフォルニア州上院議長

■8・1（火）司会：井田徹治・共同通信社編集委員／通訳：西
村好美／出席：38人

今
いま

川
かわ

　悟
さとる

　宮城県気仙沼市議会議員

■8・7（月）記者会見・記者研修会／司会：上田俊英委員／出
席：80人（会見リポートは13ページ）

ホセ・C・ラウレル5世　駐日フィリピン大使

■8・4（金）昼食会／司会：土生修一専務理事／通訳：西村好
美／出席：30人

堀
ほり

川
かわ

　惠
けい

子
こ

　ジャーナリスト

■8・21（月）著者と語る『戦禍に生きた演劇人たちー演出家・
八田元夫と「桜隊」の悲劇』／司会：倉重篤郎委員／出席：28人

中
なか

満
みつ

　泉
いずみ

　国連軍縮担当上級代表（事務次長）

■8・4（金）記者会見／司会：山田恵資委員／出席：56人

田
た

中
なか

　俊
しゅん

一
いち

　原子力規制委員会委員長

■8・31（木）記者会見／司会：上田俊英委員／出席：81人

山
やま

口
ぐち

　那
な

津
つ

男
お

　公明党代表

■8・7（月）記者会見・記者研修会／司会：川上高志委員／出
席：143人

福
ふく

田
だ

　康
やす

夫
お

　元首相

■8・31（木）記者会見／司会：橋本五郎委員／出席：140人

下記のゲストの会見リポートは5～8ページに掲載しています

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34910/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34880/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34903/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34892/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34907/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34913/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34868/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34874/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34902/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34915/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34906/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34921/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34894/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34870/report
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石
いし

川
かわ

　好
よしみ

　作家

　監修者として関与した。李徳全
は、中国政府と国交がない時代、
戦犯とされ中国に残っていた約
1000人の日本人の帰国に尽力した
民間の中国人女性。「日中民間交
流の重要性を示した人物。日中で
忘れられているが、彼女は将来の
日中友好のシンボルになる可能性

もある」「日中戦争で日本は中国に宣戦布告をして
いない。これを忘れてはいけない」
■8・25（金）著者と語る『李徳全』／司会：倉重篤郎委員／出
席：31人

沈
Shen

　浩
Hao

　中国・翻翻動漫集団社長（右）

足
あ

立
だち

　聡
さと

史
し

　集英社ライツ事業部海外事業課課長

　中国の翻翻動漫社と
集英社は共同で日本の
人気マンガを中国で出
版、ネット配信を行っ
てきた。「中国人の原
作を日本でアニメ化し
て日中で配信するな

ど、新しい形が生まれている」（沈）「以前は海賊版
に悩まされていたが、最近は課金された正規版を
スマホで読む人が急増。中国のアニメ制作の質も
急速に向上している」（足立）
■8・31（木）司会：小川記代子委員／出席：38人

　
ト
ラ
ン
プ
米
大
統
領
に
よ
る
パ
リ
協
定

か
ら
の
離
脱
宣
言
な
ど
で
、
国
際
的
な
地

球
温
暖
化
対
策
の
在
り
方
が
議
論
に
な
っ

て
い
る
。
そ
の
中
で
注
目
を
浴
び
て
い
る

の
が
米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
取
り
組
み

の
分
野
で
世
界
の
リ
ー
ダ
ー
と
な
る
」と

宣
言
し
た
。

　
米
国
の
州
の
１
つ
と
は
い
え
、
各
国
と

比
較
す
れ
ば
そ
の
国
内
総
生
産（
Ｇ
Ｄ

Ｐ
）は
世
界
第
６
位
、
フ
ラ
ン
ス
一
国
に

匹
敵
す
る
の
だ
か
ら
、
そ
の
動
向
は
世
界

に
影
響
を
与
え
る
。
気
候
変
動
枠
組
み
条

約
の
中
で
も
、
国
の
政
府
と
は
別
の
、
州

政
府
や
地
方
自
治
体
の
取
り
組
み
の
重
要

性
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

　
議
長
は
、
次
の
手
段
と
し
て
、
電
気
自

動
車（
Ｅ
Ｖ
）の
拡
大
な
ど「
自
動
車
の
脱

炭
素
化
」を
進
め
る
た
め
の
新
た
な
方
策

を
検
討
し
て
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
し

た
。
巨
大
な
自
動
車
市
場
を
抱
え
る
同
州

の
動
き
か
ら
は
、
日
本
企
業
も
目
が
離
せ

な
い
だ
ろ
う
。

　
議
長
は「
経
済
成
長
が
続
く
一
方
で
、

二
酸
化
炭
素
の
排
出
は
減
り
、
カ
リ
フ
ォ

ル
ニ
ア
は
両
者
の
デ
カ
ッ
プ
リ
ン
グ（
切

り
離
し
）に
成
功
し
た
」と
強
調
す
る
。

州
内
に
本
社
を
置
く
テ
ス
ラ
社
の
Ｅ
Ｖ
な

ど
を
例
に「
強
力
な
温
暖
化
対
策
を
進
め

る
こ
と
が
企
業
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
に
つ

な
が
る
し
、雇
用
の
拡
大
に
も
つ
な
が
る
」

と
の
議
長
の
指
摘
は
、
キ
ャ
ッ
プ
・
ア
ン

ド
・
ト
レ
ー
ド
制
度
の
導
入
や
炭
素
税
の

拡
大
な
ど
強
力
な
温
暖
化
対
策
に
否
定
的

な
日
本
企
業
の
経
営
者
の
耳
に
、
ど
う
響

く
だ
ろ
う
か
。

共
同
通
信
社
編
集
委
員
　
井
田
　
徹
治

ど
の
新
た
な
法
律
を
ま
と
め
た
。
同
僚
議

員
ら
と
共
に
来
日
し
た
ケ
ビ
ン
・
デ
リ
オ

ン
同
州
上
院
議
長
は
、
そ
の
旗
振
り
役
の

一
人
だ
。

　
会
見
で
は
30
年
ま
で
に
１
９
９
０
年
比

で
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
を
40
％
減
ら

す
こ
と
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
１
０

０
％
導
入
な
ど
、
同
州
の
野
心
的
な
目
標

を
紹
介
し「
ト
ラ
ン
プ
政
権
が
や
ろ
う
が

や
る
ま
い
が
、
温
暖
化
対
策
を
進
め
、
こ

だ
。
こ
の
ほ
ど

企
業
の
排
出
量

に
上
限
を
課

し
、
排
出
枠
の

取
引
を
認
め
る

「
キ
ャ
ッ
プ
・

ア
ン
ド
・
ト
レ

ー
ド
制
度
」を

２
０
３
０
年
ま

で
延
長
す
る
な

ケ
ビ
ン
・
デ
リ
オ
ン

米
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
上
院
議
長

「
ト
ラ
ン
プ
政
権
に
抗
し
て
も

温
暖
化
対
策
進
め
る
」

著者と語る　『現代日本の地政学』

船
ふな

橋
ばし

　洋
よう

一
いち

　一般財団法人アジア・パシフィック・イニシアティブ理事長（写真右から）　

寺
てら

田
だ

　貴
たかし

　同志社大学教授

神
じん

保
ぼ

　謙
けん

　慶応大学准教授

加
か

藤
とう

　洋
よう

一
いち

　同財団研究主幹

　15人の共同執
筆者のうち4人
が登壇。「北朝
鮮に対しては、
米中ロ日韓の5
カ国がそろって
圧力をかければ
有効かもしれな

い。日本が舞台裏で5カ国連携をお膳立てできれ
ばよいのだが」（船橋）、「このプログラムのディレ
クター役として、若手中堅で旬の研究者を網羅し
た。日本は『経済・通商は中国依存、安全保障は米
国依存』という二重依存のジレンマを抱えている」
（加藤）、「地政学の時代に戻ったのではなく、地理
の概念を新しい時代に捉え直すことが必要。これ
が新しい『地政学』の在り方」（神保）、「私はリアリ
ズムの立場でソフトパワーに関心はなかった。し
かし10年ぶりにシンガポールで生活したら『日本
が好き』という人が増えている。中国の台頭で、逆
に日本のソフトパワーが魅力的にうつるようにな
ったのでは」（寺田）
■8・29（火）司会：杉田弘毅委員／出席：64人

https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34900/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34847/report
https://www.jnpc.or.jp/archive/conferences/34917/report
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最
初
は
目
を
紙
に
落
と
し
、
淡
々
と
読

む
ス
タ
イ
ル
だ
っ
た
の
が
、
質
疑
応
答
で

は
一
転
し
て
家
族
や
比
日
関
係
の
話
に
通

訳
を
忘
れ
る
ほ
ど
？
熱
が
こ
も
っ
た
。

　
ラ
ウ
レ
ル
家
と
言
え
ば
、
フ
ィ
リ
ピ
ン

　
今
の
国
際
情
勢
で
軍
縮
を
語
る
こ
と
は

ユ
ー
ト
ピ
ア
な
の
か
。
国
連
の
軍
縮
ト
ッ

プ
は
ピ
ン
チ
は
チ
ャ
ン
ス
だ
と
、
軍
縮
の

捉
え
直
し
を
通
じ
て
安
全
保
障
問
題
の
解

決
を
図
り
、
国
際
協
力
の
再
構
築
を
進
め

て
い
く
重
要
性
を
訴
え
た
。

父
の
語
る
理
念
と
同
じ
よ
う
に
思
え
た
」

の
が
支
持
の
決
め
手
だ
っ
た
と
い
う
。
一

族
の
結
束
の
固
さ
、
先
人
へ
の
尊
敬
の
念

が
伝
わ
っ
て
く
る
。「
政
権
の
成
果
は
現

れ
て
い
る
。
間
違
っ
て
い
な
か
っ
た
」と

断
言
し
た
。

　
ユ
ニ
ー
ク
な
大
統
領
の
登
場
を
米
仏
の

例
に
も
触
れ
な
が
ら「
世
界
は
変
わ
り
つ

つ
あ
る
。
新
し
い
革
新
が
求
め
ら
れ
て
い

る
の
で
は
な
い
か
」と
分
析
し
た
。

　
前
政
権
と
異
な
る
南
シ
ナ
海
問
題
で
の

対
中
融
和
姿
勢
に
は「
領
有
権
を
放
棄
し

た
わ
け
で
は
な
い
。
少
し
脇
に
置
き
現
実

的
に
見
よ
う
と
い
う
こ
と
」と
の
答
え
。

「
ど
こ
の
国
と
も
敵
対
し
な
い
の
が
比
外

交
」と
は
い
え
、
日
本
に
は
気
掛
か
り
だ
。

　
そ
う
し
た
中
で
、「
比
日
関
係
は
今
、

ベ
ス
ト
の
状
態
」。
６
月
に
カ
エ
タ
ノ
外

相
が
訪
日
し
た
際
の「
比
日
関
係
は
和
解

と
協
力
と
兄
弟
愛
の
お
手
本
」と
の
言
葉

も
引
い
た
。
戦
後
、「
親
日
派
」は
順
風

満
帆
で
は
な
か
っ
た
は
ず
だ
が
、
そ
の
風

雪
を
超
え
て「
フ
ィ
リ
ピ
ン
人
か
ら
見
て

日
本
は
尊
敬
に
値
す
る
国
で
す
」と
。

　
最
後
に
大
使
の
抱
負
を
問
わ
れ
る
と

「
も
う
73
歳
。
普
通
は
引
退
の
年
で
す
よ
」

と
笑
い
な
が
ら「
最
大
の
願
い
は
両
国
が

今
の
関
係
を
維
持
す
る
こ
と
、
国
民
同
士

が
敬
意
を
持
ち
続
け
る
こ
と
で
す
」。
心

底
か
ら
の
思
い
と
受
け
止
め
た
。

産
経
新
聞
出
身
　
千
野
　
境
子

双
方
か
ら
出
て
い
る
こ
と
も
明
か
し
た
。

　
会
見
で
際
立
っ
て
い
た
の
は
、
構
想
力

だ
っ
た
。
例
え
ば
、
人
道
上
の
観
点
が
強

か
っ
た
軍
縮
を
、
戦
略
的
に
安
全
保
障
の

議
論
に
乗
せ
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
。
北
朝

鮮
の
問
題
に
つ
い
て
は
、
政
治
合
意
を
図

る
た
め
に
軍
縮
を
盛
り
込
む
必
要
性
を
説

い
た
。
さ
ら
に
は
、
国
際
社
会
の
平
和
と

安
全
の
た
め
の
コ
ア
な
要
素
と
し
て
軍
縮

を
捉
え
直
す
こ
と
。
英
語
で
リ
ポ
ジ
シ
ョ

ン
。
こ
の
捉
え
直
し
を
通
じ
て
、
21
世
紀

型
の
安
全
保
障
問
題
に
対
応
し
て
い
く

と
。
念
頭
に
あ
る
の
は
サ
イ
バ
ー
攻
撃
や

Ａ
Ｉ
、
３
Ｄ
プ
リ
ン
タ
ー
、
合
成
生
物
学

な
ど
の
軍
事
利
用
だ
。

　
中
満
さ
ん
は
、
国
連
本
部
で
働
く
日
本

人
で
最
高
位
の
役
職
に
あ
る
。
よ
ど
み
な

く
理
路
整
然
と
話
し
な
が
ら
も
、
国
連
と

自
身
の
仕
事
へ
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
が
伝
わ
っ

て
き
た
。
彼
女
の
存
在
を
通
じ
て
、
国
連

で
働
く
こ
と
を
目
指
す
人
が
増
え（
特
に

女
性
）、
軍
縮
問
題
に
関
わ
る
人
た
ち
の

裾
野
が
広
が
っ
て
い
く
に
違
い
な
い
。

　
グ
テ
ー
レ
ス
事
務
総
長
は
、「
組
織
や

役
職
に
女
性
が
５
割
い
な
け
れ
ば
ジ
ェ
ン

ダ
ー
平
等
と
は
い
え
な
い
」と
言
っ
て
い

る
そ
う
で
、
日
本
に
は
グ
テ
ー
レ
ス
さ
ん

が
何
人
も
必
要
だ
と
思
っ
た
。
リ
ポ
ジ
シ

ョ
ン
の
構
想
の
有
用
性
と
可
能
性
を
何
重

に
も
感
じ
た
会
見
だ
っ
た
。

朝
日
新
聞
社
報
道
局
記
者
　
北
郷
美
由
紀

６
６
年
～
71
年
）を
務
め
た
。

　
日
本
の
敗
色
が
濃
厚
と
な
っ
た
44
年
12

月
、
軍
政
下
大
統
領
の
祖
父
や
家
族
と
奈

良
に
疎
開
、３
歳
ま
で
日
本
で
暮
ら
し
た
。

祖
父
や
父
は
巣
鴨
で
岸
信
介
氏
と
親
交
を

結
び
、
自
身
も
青
年
時
代
か
ら
麻
生
太
郎

財
務
相
や
知
己
を
各
界
に
持
つ
。

　
大
統
領
選
で
名
門
家
の
支
持
を
仰
い
だ

ド
ゥ
テ
ル
テ
氏
に
大
使
は
家
族
を
招
集
、

政
策
に
つ
い
て
３
時
間
半
聞
い
た
。「
祖

国
に
働
き
か
け
て
い
た
と
い
う
。「『
核
禁

条
約
』の
現
実
に
ど
う
向
き
合
う
の
か
」。

一
方
で
、
推
進
国
に
は
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ（
核
不

拡
散
条
約
）と
同
条
約
の
ど
ち
ら
か
を
選

ぶ
こ
と
が
な
い
よ
う
に
と「
そ
れ
こ
そ
、

毎
日
申
し
上
げ
て
き
た
」。

　
条
約
の
賛
否
を
め
ぐ
り
生
じ
た
溝
を
埋

め
て
い
く
た
め
、「
中
間
に
い
る
日
本
」に
は

強
い
期
待
を
表
明
。
亀
裂
が
で
き
た
一
方

で
、
軍
縮
特
別
総
会
開
催
の
ア
イ
デ
ア
が

で
１
０
０
年
以

上
に
わ
た
り
さ

ま
ざ
ま
な
公
職

に
就
い
て
き
た

名
門
中
の
名
門

に
し
て
同
国
を

代
表
す
る
親
日

派
。
父
の
ラ
ウ

レ
ル
３
世
も
駐

日
大
使（
１
９

　
就
任
か
ら
３

カ
月
。
核
兵
器

禁
止
条
約
の
交

渉
を
ま
と
め
あ

げ
、
７
月
の
採

択
に
導
い
た
。

交
渉
の
傍
ら
、

参
加
を
見
送
っ

た
核
兵
器
保
有

国
と
そ
の
同
盟

ホ
セ
・
カ
ス
テ
ィ
ー
リ
ョ
・

ラ
ウ
レ
ル
５
世

駐
日
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
使

父
子
２
代
駐
日
大
使
の
真
情

中
満
　
泉

国
連
事
務
次
長（
軍
縮
担
当
上
級
代
表
）

21
世
紀
に
対
応
し
た
「
軍
縮
」
へ
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い
つ
に
も
増
し
て
丁
寧
な
話
し
ぶ
り

に
、
政
局
へ
の
強
い
意
識
を
感
じ
た
記
者

会
見
だ
っ
た
。
早
期
の
衆
院
解
散
説
も
取

り
沙
汰
さ
れ
る
中
、
内
閣
支
持
率
の
動
向

分
析
、
消
費
税
率
引
き
上
げ
や
改
憲
論
議

な
ど
へ
の
対
応
を
整
理
し
て
説
明
し
た
か

ら
だ
。

　
作
品
を
発
表
す
る
た
び
に
、
積
み
重
ね

た
取
材
と
緻
密
な
構
成
力
を
見
せ
つ
け
る

堀
川
さ
ん
。
新
著『
戦
禍
に
生
き
た
演
劇

人
た
ち
』も
13
年
間
の
努
力
の
成
果
だ
。

　
２
０
０
５
年
、
広
島
原
爆
で
全
員
が
犠

牲
に
な
っ
た
移
動
劇
団「
桜
隊
」を
描
い

の
先
行
き
を
見
極
め
よ
う
と
す
る
厳
密
さ

の
表
れ
だ
ろ
う
。

　
消
費
税
へ
の
言
及
は
自
ら
が
切
り
出
し

た
。
会
見
２
日
前
に
首
相
は「
予
定
通
り

の
引
き
上
げ
実
施
」と
発
言
し
て
い
る
。

た
だ
過
去
２
回
の
増
税
先
送
り
は
国
政
選

挙
の
直
前
に
決
定
さ
れ
た
。
山
口
氏
は
２

回
目
の
増
税
延
期
に
つ
い
て「
法
律
以
外

の
情
勢
認
識
を
基
に
突
如
と
し
て
首
相
が

決
断
し
た
」と
述
べ
、
与
党
内
の
事
前
調

整
が
不
十
分
だ
っ
た
と
の
認
識
を
示
唆
。

そ
の
上
で
公
明
党
が
求
め
る
軽
減
税
率
に

言
及
し
、
さ
ら
に「
将
来
的
な
社
会
保
障

の
安
定
性
、
継
続
性
、
機
能
強
化
の
具
体

的
な
見
通
し
を
国
民
に
示
す
こ
と
が
重

要
」と
強
調
し
た
。
消
費
税
が
次
期
衆
院

選
の
重
要
争
点
の
１
つ
に
な
る
と
見
込
ん

で
、党
の
見
解
を
整
理
し
た
と
言
え
よ
う
。

　
改
憲
論
議
に
関
し
て
も
、
２
０
１
２
年

の
連
立
政
権
合
意
に
盛
り
込
む
よ
う
首
相

サ
イ
ド
か
ら
提
起
さ
れ
た
が
断
っ
た
と
明

ら
か
に
し
た
。
こ
れ
も
衆
院
選
で
の
争
点

化
に
備
え
た
発
言
と
受
け
取
れ
る
。

　
東
京
都
議
選
で
の「
完
勝
」で
政
権
内

で
の
発
言
力
は
高
ま
っ
た
は
ず
だ
。
だ
が

公
明
党
は
閣
僚
を
１
人
に
と
ど
め
、
首
相

と
は
一
定
の
距
離
を
保
つ
。
出
方
を
探
り

な
が
ら
態
勢
を
整
え
る
。
臨
戦
モ
ー
ド
に

入
っ
た
な
、と
い
う
感
触
が
強
く
残
っ
た
。

　
企
画
委
員
　
共
同
通
信
社
論
説
副
委
員
長

川
上
　
高
志

９
０
３
―
76
年
）の
遺
品
を
探
し
た
。
劇

団
の
歩
み
を
知
る
た
だ
１
人
の
証
人
で
あ

り
、
当
事
者
だ
か
ら
だ
。
と
こ
ろ
が「
メ

モ
魔
」と
評
さ
れ
る
八
田
の
資
料
が
な
か

な
か
見
つ
か
ら
な
い
。

　
早
稲
田
大
演
劇
博
物
館
に
あ
る
と
い
う

情
報
を
聞
い
た
が
、
何
度
問
い
合
わ
せ
て

も「
な
い
」と
言
わ
れ
た
。
デ
ー
タ
ベ
ー

ス
に
登
録
さ
れ
て
い
な
い
か
ら
だ
。「
保

管
し
て
い
た
演
劇
人
が
老
人
施
設
に
入
る

際
に
寄
贈
し
た
」と
い
う
具
体
的
な
証
言

を
得
て
、
も
う
一
度
探
し
て
も
ら
っ
た
結

果
、
よ
う
や
く
倉
庫
か
ら
段
ボ
ー
ル
10
箱

の
未
整
理
の
資
料
が
見
つ
か
っ
た
。
昨
年

秋
の
こ
と
だ
。
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
は
便
利
だ

が
、
と
き
に
は
取
材
を
妨
げ
る
盲
点
に
な

る
こ
と
を
教
え
て
く
れ
た
。

　
そ
れ
ま
で
に
聞
き
取
っ
た
約
20
人
の
証

言
や
集
め
た
資
料
に
、
八
田
の
遺
品
を
組

み
合
わ
せ
る
こ
と
で
、
八
田
や
隊
員
た
ち

の
歩
み
を
描
く
こ
と
に
成
功
し
た
。
治
安

維
持
法
が
社
会
を
覆
い
、
大
弾
圧
を
受
け

て
も
演
劇
を
続
け
た
人
た
ち
の
生
き
方
が

浮
か
び
上
が
っ
た
。

　
こ
の
作
品
は
時
代
の
曲
が
り
角
に
あ
る

「
今
」を
生
き
る
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
だ
。

戦
争
の
証
言
者
が
い
な
く
な
る
時
代
に
ど

ん
な
取
材
を
す
べ
き
な
の
か
。
そ
ん
な
問

い
へ
の
ヒ
ン
ト
も
与
え
て
く
れ
た
。

　
毎
日
新
聞
東
京
本
社
社
会
部
編
集
委
員
　

青
島
　
顕

た
。
改
造
直
後
の
調
査
で
は
支
持
率
は
数

ポ
イ
ン
ト
上
昇
し
た
が
、
２
～
３
日
後
の

調
査
で
は
横
ば
い
か
若
干
の
下
落
と
な
っ

た
。

　
わ
ず
か
数
日
間
の
変
化
に
関
し
て「
時

が
た
つ
に
つ
れ
て
回
復
の
数
字
は
低
く
な

り
つ
つ
あ
る
」と
分
析
、「
支
持
率
が
下

げ
止
ま
っ
て
反
転
し
た
と
断
定
す
る
の
は

早
い
」と
指
摘
し
た
。「
設
問
が
違
う
」と

い
う
解
説
で
片
付
け
な
い
姿
勢
は
、
政
権

う
。

　
広
島
で
の
悲
劇
は
伝
え
る
こ
と
が
で
き

た
が
、東
京
の
演
劇
人
９
人
が
そ
の
瞬
間
、

な
ぜ
広
島
に
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た

の
か
を
つ
か
め
な
か
っ
た
か
ら
だ
。「
た

ど
る
こ
と
が
で
き
な
け
れ
ば
、（
桜
隊
の

人
た
ち
に
）失
礼
だ
と
思
っ
た
が
、
生
の

資
料
が
ま
っ
た
く
な
い
」の
だ
。

　
桜
隊
の
演
出
家
で
、
原
爆
投
下
の
瞬
間

は
た
ま
た
ま
東
京
に
い
た
八
田
元
夫（
１

　
急
落
し
た
支

持
率
の
回
復
を

狙
っ
て
安
倍
晋

三
首
相
が
断
行

し
た
内
閣
改
造

か
ら
４
日
後
。

会
見
は
報
道
各

社
の
世
論
調
査

が
出
そ
ろ
っ
た

時
点
で
行
わ
れ

た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
キ

ュ
メ
ン
タ
リ
ー

「
ヒ
ロ
シ
マ
・

戦
禍
の
恋
文
」

を
制
作
し
た
。

高
い
評
価
を
得

た
が
、
自
身
は

仕
上
が
っ
た
瞬

間
か
ら
心
残
り

が
あ
っ
た
と
い

山
口
　
那
津
男
　
公
明
党
代
表

〝
政
局
モ
ー
ド
〟
に
じ
む
発
言

堀
川
　
惠
子
　
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

最
後
に
見
つ
か
っ
た
新
資
料

今
を
生
き
る
人
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
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　「
原
子
力
利
用
の
是
非
に
は
い
ろ
い
ろ

考
え
は
あ
る
と
思
う
が
、
利
用
す
る
場
合

に
は
少
な
く
と
も
福
島
の
事
故
の
よ
う
な

こ
と
は
二
度
と
起
こ
さ
せ
て
は
い
け
な
い

と
い
う
こ
と
を
原
則
と
し
て
規
制
を
進
め

　
ミ
サ
イ
ル
が
日
本
を
飛
び
越
え
た
今
だ

か
ら
、
ハ
ト
の
話
が
聞
き
た
い
。
ベ
テ
ラ

ン
会
員
が
多
く
顔
を
見
せ
盛
況
だ
っ
た
。

元
首
相
は
、
か
つ
て
北
朝
鮮
と
の
関
係
改

善
を
探
り
、
中
国
へ
の
理
解
も
深
い
。

　
北
朝
鮮
、
靖
国
、
公
文
書
保
存
と
質
疑

す
る
あ
ま
り
、
も
う
か
ら
な
い
規
制
に
手

を
抜
い
て
い
た
」と
表
現
。
そ
の
上
で
、

規
制
委
員
会
で
は
、
最
新
の
科
学
的
な
知

識
を
導
入
し
た
新
規
制
基
準
を
事
業
者
に

守
ら
せ
る
た
め「
対
応
は
原
発
１
基
当
た

り
1
千
億
も
か
か
り
ま
す
か
ら
、
事
業
者

と
し
て
は
抵
抗
が
あ
っ
た
と
思
う
。
し
か

し
、
わ
れ
わ
れ
は
そ
れ
に
目
を
つ
ぶ
り
厳

し
く
求
め
た
」と
振
り
返
っ
た
。「
事
業

者
の
姿
勢
も
変
わ
っ
た
」と
も
述
べ
、
一

定
の
成
果
が
あ
っ
た
と
自
己
評
価
し
た
。

　
科
学
的
な
判
断
に
基
づ
く
規
制
を
推
進

で
き
た
背
景
と
し
て
、
田
中
氏
は
規
制
委

員
会
の
独
立
性
や
意
思
決
定
の
プ
ロ
セ
ス

を
全
て
公
開
す
る
透
明
性
の
確
保
を
挙
げ

た
。
言
い
換
え
る
な
ら
ば
、
規
制
委
員
会

の
要
求
に
対
し
、
仮
に
事
業
者
が
合
理
的

で
な
い
理
由
で
拒
否
や
ご
ま
か
し
を
し
た

場
合
、
議
論
を
注
視
し
て
い
る
国
民
に
そ

の
動
き
が
ば
れ
て
し
ま
う
環
境
の
こ
と
だ

ろ
う
。
原
発
事
故
と
い
う
決
し
て
望
ま
な

か
っ
た
悲
劇
を
き
っ
か
け
に
、
国
民
が
得

た
貴
重
な
シ
ス
テ
ム
と
も
言
え
る
。

　
会
見
で
田
中
氏
は「
こ
う
い
う
シ
ス
テ

ム
を
や
め
る
と
な
っ
た
時
は
、
皆
さ
ん
に

注
意
し
て
見
て
い
た
だ
く
必
要
が
あ
る
」

と
述
べ
た
。
も
と
よ
り
、
透
明
性
が
あ
る

規
制
行
政
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
こ
と
は
報
道

機
関
の
責
務
。
退
任
に
際
し
て
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
、
確
か
に
受
け
取
り
ま
し
た
。

福
島
民
友
新
聞
社
東
京
支
社
　
菅
野
　
篤
司

　「
相
手
の
立
場
を
理
解
す
る
」こ
と
と

「
時
間
を
か
け
る
」こ
と
の
大
切
さ
を
繰

り
返
し
た
。
14
億
人
の
国
民
を
ま
と
め
あ

げ
統
治
す
る
の
は
並
大
抵
で
は
な
い
。
共

産
党
体
制
で
、自
分
が
悪
い
と
思
っ
て
も
、

口
に
で
き
な
い
国
柄
も
あ
る
。
南
シ
ナ
海

問
題
に
し
て
も
、
そ
こ
を
理
解
し
、
あ
き

ら
め
ず
、
時
間
を
か
け
て
、
説
得
に
も
工

夫
が
要
る
、
と
強
調
し
た
。

　
習
近
平
主
席
と
は
７
回
会
っ
て
い
る
。

「
彼
は
、
私
が
見
る
限
り
で
は
話
し
て
い

て
真
実
味
が
あ
る
」と
の
評
価
。「
よ
く

も
の
ご
と
を
考
え
て
い
る
人
。
間
違
っ
た

こ
と
は
し
た
く
な
い
、
と
い
う
気
持
ち
も

強
い
」と
も
。

　
こ
ん
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
明
か
し
た
。
就

任
直
後
に
会
っ
た
際
、
雑
談
の
中
で
習
氏

が「
国
有
企
業
を
民
営
化
し
た
い
。
や
る

に
は
民
間
に
腐
敗
が
拡
散
し
な
い
よ
う
腐

敗
防
止
が
肝
要
で
、法
治
を
実
現
し
た
い
」

と
い
う
趣
旨
を
述
べ
た
と
い
う
。

　
実
現
し
て
い
な
い
が「
本
心
だ
ろ
う
と

思
う
」。
２
期
目
に
そ
う
し
た
難
問
を
手

が
け
る
と
い
う
見
立
て
。
そ
の
た
め
に
、

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
明
確
に
す
る
必
要
が

あ
り
、
言
論
統
制
に
も
一
定
の
理
解
を
示

す
。
理
解
し
す
ぎ
、と
の
批
判
も
あ
ろ
う
。

中
国
を
相
手
に
、
理
解
と
け
じ
め
の
サ
ジ

加
減
が
難
し
い
。

日
本
経
済
新
聞
出
身
　
土
谷
　
英
夫

あ
た
っ
て
の
会
見
で
思
い
を
語
っ
た
。
規

制
委
員
会
が
各
地
の
原
発
の
再
稼
働
の
是

非
を
審
査
す
る
た
め
に
存
在
し
て
い
る
の

で
は
な
く
、
規
制
を
通
じ
て
原
子
力
災
害

か
ら
国
民
を
守
る
た
め
に
あ
る
と
い
う
、

忘
れ
が
ち
な
本
質
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
言

葉
だ
っ
た
。

　
２
０
１
１
年
３
月
の
原
発
事
故
以
前
の

原
子
力
安
全
に
対
す
る
考
え
方
に
つ
い
て

は「（
原
発
の
）経
済
的
な
と
こ
ろ
を
優
先

良
い
頃
は
な
か
っ
た
ん
じ
ゃ
な
い
か
」と

振
り
返
る
。

　「
良
い
状
況
は
だ
れ
が
つ
く
っ
た
か
。

（
第
１
次
政
権
の
）安
倍
さ
ん
が
や
っ
た
ん

で
す
よ
。
安
倍
さ
ん
が
、
胡
錦
濤
と
首
脳

会
談
を
し
て
戦
略
的
互
恵
関
係
で
い
こ
う

と
」。
現
職
の
功
を
あ
げ
た
の
は
、
尖
閣

問
題
で
暗
転
し
、「
す
っ
き
り
し
な
い
状

況
」が
続
く
日
中
関
係
の
打
開
に
期
待
を

込
め
た
エ
ー
ル
だ
ろ
う
。

て
き
た
」

　
東
京
電
力
福

島
第
１
原
発
事

故
を
受
け
て
発

足
し
た
原
子
力

規
制
委
員
会
の

初
代
委
員
長
の

田
中
俊
一
氏

は
、
５
年
の
任

期
を
終
え
る
に

応
答
は
多
岐
に

わ
た
っ
た
が
、

中
心
は
国
交
正

常
化
45
周
年
を

迎
え
た
中
国
と

の
関
係
。

　
首
相
時
代
、

「
日
中
関
係
は
、

き
わ
め
て
良
か

っ
た
。
あ
ん
な

田
中
　
俊
一　
原
子
力
規
制
委
員
会
委
員
長

「
原
発
事
故
二
度
と
起
こ
さ
せ
な
い
」

独
立
性
、
透
明
性
に
努
め
た

５
年
を
総
括

福
田
　
康
夫
　
元
首
相

中
国
の
立
場
を
知
り

時
間
を
か
け
て
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中 国取材団

第
17
回
海
外
取
材
団（
７
・
24
～
31
）

中
国「
一
帯
一
路
」の
構
想
と
現
場
を
見
る

国家戦略と地方の思惑にズレ
団長　坂東　賢治（毎日新聞社論説室専門編集委員）

「
上
に
政
策
あ
れ
ば
、下
に
対
策
あ
り
」。

今
回
の
訪
中
団
は
中
国
の
習
近
平
国
家
主

席
が
提
唱
す
る
海
と
陸
の
シ
ル
ク
ロ
ー
ド

経
済
圏
構
想「
一
帯
一
路
」の
起
点
で
あ

る
陝
西
省
と
福
建
省
を
訪
れ
た
。
現
地
取

材
時
に
頭
に
浮
か
ん
だ
の
が
、
中
国
で
よ

く
使
わ
れ
る
、
こ
の
言
葉
だ
。

広
大
な
国
土
に
13
億
人
が
住
む
中
国
で

は
、
上（
中
央
政
府
）が
下（
地
方
政
府
）

に
政
策
を
実
行
さ
せ
る
の
は
容
易
で
は
な

い
。
地
方
幹
部
は「
面
従
腹
背
」の
対
策

に
、
産
業
構
造
の
高
度
化
を
目
指
し
て
い

た
。厦

門（
ア
モ
イ
）で
は
大
型
ク
ル
ー
ズ

船
用
の
港
湾
改
修
工
事
が
進
ん
で
い
る
。

水
族
館
や
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
な
ど
を
備
え
た

総
合
リ
ゾ
ー
ト
基
地
に
な
る
予
定
だ
と
い

う
。習

主
席
に
と
っ
て
陝
西
省
は
本
籍
地
、

福
建
省
は
17
年
勤
務
し
た「
第
二
の
故

郷
」だ
。
両
省
と
も
地
縁
、
血
縁
を
利
用

し
て「
一
帯
一
路
」を
フ
ル
活
用
し
よ
う

と
い
う
の
が
本
音
で
は
な
い
か
。

出
発
直
前
、
予
定
さ
れ
た
新
疆
ウ
イ
グ

ル
自
治
区
取
材
が
キ
ャ
ン
セ
ル
さ
れ
た
。

理
由
は
は
っ
き
り
し
な
い
が
、
秋
の
共
産

党
大
会
を
前
に
海
外
メ
デ
ィ
ア
の
受
け
入

れ
に
慎
重
論
が
出
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

西
安
で
は
連
日
40
度
を
超
す
高
温
に
見

舞
わ
れ
た
。
福
建
省
で
は
双
子
台
風
の
接

近
で
一
部
日
程
が
中
止
に
な
り
、
ホ
テ
ル

の
部
屋
で
軍
事
パ
レ
ー
ド
の
テ
レ
ビ
中
継

を
見
て
過
ご
し
た
。

中
国
の
変
化
を
観
察
す
る
の
も
現
地
取

材
の
重
要
な
意
義
だ
が
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ

ス
社
会
化
が
予
想
以
上
の
速
度
で
進
ん
で

い
る
こ
と
に
は
驚
か
さ
れ
た
。
善
意
に
あ

ふ
れ
た
中
華
全
国
新
聞
工
作
者
協
会
の
接

遇
に
も
感
謝
し
た
い
。

業
だ
。
企
業
幹
部
や
市
関
係
者
は
、
一
帯

一
路
を
観
光
客
誘
致
の
た
め
の
新
た
な
契

機
と
受
け
止
め
て
い
る
。

新
設
さ
れ
た
自
由
貿
易
試
験
区
か
ら
欧

州
向
け
の
貨
物
列
車「
長
安
号
」が
運
行

さ
れ
て
い
る
が
、
重
点
は
外
資
導
入
、
輸

出
振
興
だ
。
国
外
進
出
の
積
極
性
は
あ
ま

り
感
じ
ら
れ
な
か
っ
た
。

海
路
の
起
点
で
あ
る
福
建
省
福
州
で

は
、
自
由
貿
易
試
験
区
を
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ

窓
口
な
ど
行
政
簡
素
化
の
モ
デ
ル
に
し
て

い
た
。
Ｉ
Ｔ
な
ど
先
端
技
術
産
業
を
重
点

で
中
央
の
政
策
を
骨
抜
き

に
し
、
地
元
の
利
益
に
結

び
つ
け
よ
う
と
す
る
か
ら

だ
。「一

帯
一
路
」
構
想
か

ら
は
世
界
に
打
っ
て
出
て

中
国
の
覇
権
を
広
げ
よ
う

と
す
る
狙
い
が
う
か
が
わ

れ
る
が
、
そ
う
し
た
中
央

の
世
界
的
戦
略
と
地
方
の

実
態
に
は
大
き
な
ズ
レ
が

あ
る
と
感
じ
た
。

兵
馬
俑
な
ど
多
く
の
世

界
遺
産
を
抱
え
る
陝
西
省

西
安
は
観
光
が
重
要
な
産

「シルクロード」を売りにする開発業者「大唐西市」にとって一帯
一路は大きな追い風。李中航CEOの対応も自信たっぷりだった

■
日
程（
７
泊
８
日
）

７
月
24
日（
月
）羽
田
発
、
北
京
着
▼
Ａ

Ｉ
Ｉ
Ｂ（
ア
ジ
ア
イ
ン
フ
ラ
投
資
銀
行
）

訪
問
、
ロ
ー
レ
ル
・
オ
ス
ト
フ
ィ
ー
ル
ド

報
道
官
▼
北
京
泊

25
日（
火
）空
路
で
西
安
へ
▼
陝
西
日
報

社
訪
問
、
王
歓
院
・
陝
西
日
報
副
総
編
集

長
ら
と
一
帯
一
路
政
策
や
陝
西
省
の
メ
デ

ィ
ア
状
況
に
つ
い
て
懇
談
▼
西
安
泊

26
日（
水
）西
安
市
発
展
改
革
委
員
会
訪

問
、
趙
寅
科
・
同
委
員
会
副
主
任
ほ
か
▼

漢
陽
陵
考
古
物
陳
列
館（
前
漢
第
４
代
皇

帝
景
帝
の
陵
）見
学
▼
大
唐
西
市
文
化
産

業
会
社
が
運
営
す
る「
大
唐
西
市
博
物

館
」訪
問
、
李
中
航
・
大
唐
西
市
グ
ル
ー

プ
Ｃ
Ｅ
Ｏ
・
シ
ル
ク
ロ
ー
ド
国
際
総
商
会

事
務
局
長
会
見
▼
西
安
泊

27
日（
木
）陝
西
省
社
会
科
学
院
訪
問
、　

白
寛
犁
・
副
院
長
ほ
か
▼「
兵
馬
俑
」見

学
▼
西
安
泊

28
日（
金
）空
路
で
福
州
へ
▼
福
州
泊

29
日（
土
）張
岩
銓
・
福
建
省
発
展
改
革

委
員
会
幹
部
、
葉
得
盛
・
福
建
省
党
委
員

会
宣
伝
部
常
務
副
主
任
会
見
▼
琉
球
館

（
柔
遠
駅
、
琉
球
か
ら
の
使
節
の
宿
泊
施

設
）見
学
▼
福
州
自
由
貿
易
試
験
区
訪
問
　

游
力
・
福
建
省
自
由
貿
易
試
験
区
、
福
州

片
区
管
理
委
員
会
副
主
任
ほ
か
▼
福
州
保

税
港
区
市
場
発
展
有
限
公
司
が
運
営
す
る

シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
モ
ー
ル
訪
問
、
唐
巧
梅
・

同
社
総
合
管
理
部
主
任
ほ
か
▼
バ
ス
で
泉
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州
へ
移
動
▼
泉
州
泊

30
日（
日
）バ
ス
で
厦
門
へ
移
動
▼「
華
僑

博
物
館
」見
学
▼
王
芸
衍
・
厦
門
市
新
聞

工
作
者
協
会
事
務
局
長
と
懇
談
▼
厦
門
泊

31
日（
月
）厦
門
港
訪
問
、
陳
一
新
・
厦

門
国
際
旅
客
港
グ
ル
ー
プ
技
術
総
監
▼
厦

門
発
、
成
田
着
▼
解
散

■
事
前
勉
強
会
　
遊
川
和
郎
・
亜
細
亜
大

学
教
授（
７
月
21
日
）

■
参
加
者（
９
社
９
人
）

坂
東
賢
治（
団
長
＝
毎
日
新
聞
社
論
説
室

専
門
編
集
委
員
）中
澤
克
二（
副
団
長
＝
日

本
経
済
新
聞
社
編
集
委
員
兼
論
説
委
員
）

武
石
英
史
郎（
朝
日
新
聞
社
国
際
報
道
部

機
動
特
派
員
）山
崎
貴
史（
読
売
新
聞
東

京
本
社
論
説
委
員
）三
塚
聖
平（
産
経
新

聞
社
編
集
局
外
信
部
）田
窪
寛
之（
共
同

通
信
社
政
治
部
）丸
山
格
史（
北
海
道
新

聞
東
京
支
社
報
道
セ
ン
タ
ー
）大
山
吉
弘

（
日
本
放
送
協
会
報
道
局
国
際
部
副
部
長
）

小
溝
海（
日
本
新
聞
協
会
新
聞
協
会
報
）

村
上
直
人（
日
本
記
者
ク
ラ
ブ
事
務
局
）

北京

西安

福州
泉州

台湾
厦門

程
が
出
発
直
前
、
突
然
取
り
消
さ
れ
た
。

残
念
だ
が
、
駐
日
中
国
大
使
館
な
ど
関
係

部
門
の
努
力
で
代
替
地
、
西
安
で
の
取
材

が
で
き
た
こ
と
に
感
謝
し
た
い
。

中
国
入
り
後
も
先
方
は「
重
要
な
日
程

が
入
っ
た
」と
説
明
し
た
だ
け
で
、
真
の

理
由
は
不
明
だ
っ
た
。
し
か
し
、
こ
ん
な

突
然
の
変
更
自
体
、
今
、
中
国
が
抱
え
る

特
殊
事
情
を
映
し
て
い
る
。
な
ぜ
そ
う
な

っ
た
か
。
そ
れ
を
考
え
る
の
が
、
ま
さ
に

中
国
取
材
で
も
あ
る
。

中
国
で
は
近
く
５
年
に
１
度
の
共
産
党

大
会
で
最
高
指
導
部
人
事
が
あ
る
。
わ
れ

わ
れ
の
滞
在
中
に
も
、
習
近
平
総
書
記
と

主
要
幹
部
の
大
会
合
、
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治

区
の
大
軍
事
パ
レ
ー
ド
が
あ
っ
た
。
新
疆

で
は
別
の
軍
事
関
連
の
行
事
も
あ
っ
た
。

中
国
は
政
治
の
季
節
の
ま
っ
た
だ
中
に
い

た
。
微
妙
な
地
域
に
外
国
記
者
団
を
受
け

入
れ
る
余
裕
は
な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。さ

ら
に
重
大
な
の
は
、
わ
れ
わ
れ
の
中

国
入
り
直
後
、
先
に
重
慶
市
ト
ッ
プ
を
解

任
さ
れ
た
孫
政
才
氏
が
当
局
の
調
査
を
受

け
て
い
る
と
正
式
発
表
さ
れ
た
件
だ
。
次

世
代
指
導
者
の
有
力
候
補
の
失
脚
で
あ

る
。
わ
れ
わ
れ
の
訪
問
地
の
地
方
紙
も
ト

ッ
プ
で
報
じ
た
。わ
ず
か
数
行
に
す
ぎ
ず
、

解
説
は
な
い
。

中
国
で
は
敏
感
な
政
治
問
題
を
勝
手
に

論
じ
る
の
は
ご
法
度
だ
。
庶
民
が
イ
ン
タ

ー
ネ
ッ
ト
上
で
論
じ
た
内
容
も
削
ら
れ

る
。
わ
れ
わ
れ
の
取
材
を
受
け
た
各
地
の

関
係
者
も
、
誰
一
人
と
し
て
孫
政
才
事
件

に
言
及
し
な
か
っ
た
。
最
大
の
話
題
は
素

通
り
だ
。

同
じ
頃
、
中
国
の
テ
レ
ビ
ニ
ュ
ー
ス
で

は
支
持
率
が
急
落
し
た
安
倍
晋
三
首
相
の

苦
境
を
繰
り
返
し
取
り
上
げ
て
い
た
。
ネ

ッ
ト
上
の
議
論
も
自
由
だ
。
自
国
政
治
は

語
っ
て
は
い
け
な
い
が
、
外
国
政
治
な
ら

議
論
で
き
る
。
改
め
て
、
特
殊
な
中
国
の

雰
囲
気
を
感
じ
た
旅
だ
っ
た
。

自国政治を語れぬ中国の不思議
中澤　克二（日本経済新聞社編集委員兼論説委員）

日
本
記
者
ク
ラ
ブ
訪

中
取
材
団
の
旅
は
、
始

ま
る
前
か
ら
帰
国
ま
で

ス
リ
リ
ン
グ
だ
っ
た
。

団
員
が
期
待
し
て
い
た

の
は
確
定
し
て
い
た
ウ

イ
グ
ル
族
主
体
の
少
数

民
族
地
域
、
新
疆
ウ
イ

グ
ル
自
治
区
で
の
取
材

だ
。「
一
帯
一
路
＝
新

シ
ル
ク
ロ
ー
ド
経
済
圏

構
想
」は
、
同
自
治
区

か
ら
中
央
ア
ジ
ア
へ
の

ル
ー
ト
が
陸
路
の
大
動

脈
だ
。

そ
の
新
疆
行
き
の
行

福州の自由貿易試験区には「一路」での出発を待つコンテ
ナの山と、それらを運ぶトレーラーが行き交う

中央主導の一帯一路構想をどう実現していくか。具現策を担う発展改革委
員会は希望に満ちた案を示すが果たして――

中国取材 団
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う
か
ら
ず
。
今
回
の
経
験
を
も
と
に
、
中
国

へ
の
理
解
を
い
っ
そ
う
深
め
て
い
き
た
い
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
　
大
山
　
吉
弘

●
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
期
待
と
懐
疑
　
ど
の

取
材
先
で
も
一
帯
一
路
構
想
と
共
に
提
唱
さ

れ
た「
五
通
」思
想
の
説
明
を
受
け
た
。
西

安
市
市
政
部
の
李
鵬
副
部
長
は
、
そ
の
１
つ

「
民
心
相
通（
国
民
間
の
相
互
交
流
）」の
実

現
の
た
め「
周
辺
諸
国
の
異
な
る
文
化
の
交

流
、
理
解
を
促
す
」役
割
を
メ
デ
ィ
ア
に
期

待
し
た
。
陝
西
日
報
で
も
複
数
の
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
て
周
辺
諸
国
に
向
け

た
発
信
を
強
化
し
て
い
る
と
聞
い
た
。
し
か

し
、
王
歓
院
副
総
編
集
長
は「
機
関
紙
と
し

て
共
産
党
の
指
示
で
動
い
て
い
る
」と
は
っ

き
り
と
述
べ
て
い
た
。
独
立
性
を
欠
い
た
メ

デ
ィ
ア
が「
民
心
相
通
」の
先
頭
に
立
つ
こ

と
に
一
抹
の
不
安
を
感
じ
た
。

日
本
新
聞
協
会
　
小
溝
　
海夜は「坂東ゼミ」。坂東団長の中国解説に耳を傾けながら杯を重ねた

中 国取材団　参加者の声

●
不
透
明
さ
目
立
つ
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
　
北
京
の
金

融
街
に
あ
る
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
本
部
。「
わ
れ
わ
れ

の
融
資
審
査
の
基
準
は
ク
リ
ー
ン
と
グ
リ
ー

ン
で
す
」と
繰
り
返
す
カ
ナ
ダ
人
報
道
官
の

説
明
に
戸
惑
っ
た
。
こ
れ
ま
で
ア
ジ
ア
や
ア

フ
リ
カ
で
見
て
き
た
一
帯
一
路
の
現
場
で

は
、
不
透
明
で
環
境
無
視
の
即
決
融
資
こ
そ

中
国
マ
ネ
ー
の
強
み
だ
っ
た
が
、
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ

は
違
う
の
だ
ろ
う
か
。
職
員
は
ま
だ
１
０
０

人
ほ
ど
し
か
お
ら
ず
、
幹
部
の
多
く
は
世
界

銀
行
な
ど
か
ら
の
転
職
組
。
世
銀
と
ど
う
違

う
の
か
、
質
問
し
て
も
は
っ
き
り
し
な
い
。

注
目
を
集
め
る
Ａ
Ｉ
Ｉ
Ｂ
は
表
向
き
の
顔

で
、
す
で
に
各
国
で
大
量
に
貸
し
こ
ん
で
い

る
既
存
の
国
有
銀
行
の
方
が
一
帯
一
路
の
生

命
線
と
い
う
こ
と
か
も
し
れ
な
い
。

朝
日
新
聞
社
　
武
石
英
史
郎

●「
決
済
革
命
」の
最
先
端
　
中
国
の
人
々

は
百
貨
店
で
も
屋
台
で
も
代
金
を
ス
マ
ー
ト

フ
ォ
ン
で
支
払
っ
て
い
た
。
ス
マ
ホ
を
Ｑ
Ｒ

コ
ー
ド
に
か
ざ
し
て
金
額
を
打
ち
込
め
ば
済

む
。
賽
銭
箱
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
付
け
た
寺
も

あ
る
と
い
う
。「
外
出
時
に
財
布
を
持
つ
必

要
が
な
い
」と
話
す
中
国
人
も
い
た
。
銀
行

口
座
か
ら
即
時
に
引
き
落
と
さ
れ
る
デ
ビ
ッ

ト
方
式
だ
。
あ
ら
ゆ
る
購
買
情
報
を
運
営
者

に
把
握
さ
れ
る
も
の
の
、
手
軽
な
の
は
間
違

い
な
い
。
加
盟
店
の
費
用
負
担
も
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
よ
り
安
い
。
日
本
に
も
上
陸
す
る

よ
う
だ
が
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
や
前
払
い

式
電
子
マ
ネ
ー
、
そ
し
て
現
金
払
い
と
の
勢

力
図
は
ど
う
な
っ
て
い
く
だ
ろ
う
。「
決
済

革
命
」の
最
先
端
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
。

読
売
新
聞
社
　
山
崎
　
貴
史

●
再
訪
も
発
見
が
あ
っ
た
８
日
間
　
出
発
直

前
、
予
定
さ
れ
て
い
た
新
疆
ウ
イ
グ
ル
自
治

区
へ
の
訪
問
が
取
り
や
め
に
な
っ
た
と
聞

き
、率
直
に
言
っ
て
か
な
り
が
っ
か
り
し
た
。

福
建
省
、
そ
し
て
代
替
地
の
西
安
と
も
に
、

２
０
１
２
年
に
個
人
旅
行
で
訪
れ
て
い
て
新

鮮
味
に
乏
し
か
っ
た
こ
と
も
落
胆
の
大
き
な

理
由
だ
っ
た
。
し
か
し
、
両
地
を
訪
れ
て
発

見
が
あ
っ
た
の
も
事
実
だ
。
５
年
前
と
比
べ

て
高
層
ビ
ル
の
数
は
爆
発
的
に
増
え
、
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
は
猛
ス
ピ
ー
ド
で
裾
野

を
広
げ
て
い
た
。
地
方
都
市
も
短
期
間
で
変

貌
す
る
今
の
中
国
の
姿
を
目
の
当
た
り
に
し

た
。
一
帯
一
路
も
そ
う
だ
が
、
現
地
で
自
ら

見
聞
き
す
る
こ
と
の
重
要
性
を
改
め
て
強
く

感
じ
た
８
日
間
だ
っ
た
。

産
経
新
聞
社
　
三
塚
　
聖
平

●
メ
リ
ッ
ト
強
調
の
中
ど
う
本
音
を
　「
一

帯
一
路
」の
現
場
を
視
察
し
つ
つ
、
１
日
３

食
の
中
華
料
理
を
し
っ
か
り
と
食
べ
、
物
心

両
面
で
お
な
か
い
っ
ぱ
い
の
中
国
訪
問
だ
っ

た
。
北
京
、
西
安
、
福
建
省
と
風
土
も
雰
囲

気
も
違
う
３
地
点
を
同
時
に
訪
れ
、
シ
ル
ク

ロ
ー
ド
の
広
大
さ
、
歴
史
の
ロ
マ
ン
を
感
じ

る
こ
と
が
で
き
た
。
同
時
に
取
材
の
難
し
さ

も
感
じ
た
。
中
国
側
の
担
当
者
は
多
く
の
場

合
、
一
帯
一
路
の
メ
リ
ッ
ト
の
み
を
強
調
し

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
た
。
報
道
の
自
由

が
制
限
さ
れ
る
中
で
い
か
に
本
音
や
実
相
を

あ
ぶ
り
だ
す
か
。
今
後
も
日
中
が
抱
え
る
問

題
に
関
心
を
寄
せ
つ
つ
、
解
決
策
を
模
索
し

て
い
き
た
い
。

�

共
同
通
信
社
　
田
窪
　
寛
之

●
担
当
者
の
ア
ピ
ー
ル
と
本
気
度
　
習
近
平

国
家
主
席
が
提
唱
し
た
現
代
版
シ
ル
ク
ロ
ー

ド
経
済
圏
構
想「
一
帯
一
路
」と
は
何
か
、

そ
の
実
態
を
少
し
だ
け
だ
が
垣
間
見
た
気
が

し
て
い
る
。
訪
問
し
た
陝
西
省
、
福
建
省
の

い
ず
れ
も
、
政
府
主
導
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
を

背
景
に
、
対
中
投
資
の
促
進
や
国
内
企
業
の

海
外
進
出
を
進
め
て
い
た
。
両
省
の
担
当
者

た
ち
が
、
域
内
総
生
産
の
伸
び
率
や
貿
易
実

績
の
好
調
ぶ
り
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
た
び
、
そ

の
本
気
度
が
伝
わ
っ
て
き
た
。
た
だ
残
念
だ

っ
た
の
は
現
場
を
見
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ

た
こ
と
。
進
展
状
況
を
含
め
、
読
者
に
伝
え

て
い
く
こ
と
が
今
後
の
課
題
に
な
っ
た
。

北
海
道
新
聞
社
　
丸
山
　
格
史

●
新
旧
入
り
交
じ
る
中
国
　「
30
年
く
ら
い

前
の
日
本
み
た
い
だ
っ
た
か
」。
訪
問
団
か

ら
の
帰
国
を
田
舎
の
親
に
伝
え
た
と
こ
ろ
、

こ
う
い
う
反
応
が
返
っ
て
き
た
。
い
さ
さ
か

あ
ぜ
ん
と
し
た
が
、
普
通
の
日
本
人
の
中
国

に
対
す
る
印
象
は
、
こ
う
い
う
も
の
な
の
か

も
し
れ
な
い
。
今
、中
国
の
発
展
は
著
し
い
。

高
層
マ
ン
シ
ョ
ン
の
建
設
が
進
む
街
に
は
、

シ
ェ
ア
自
転
車
が
あ
ふ
れ
、
誰
も
が
ス
マ
ホ

で
買
い
物
を
す
る
。
明
ら
か
に
日
本
よ
り
進

ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
そ
の
一
方
で
、

情
報
統
制
は
厳
し
く
、
日
本
で
は
簡
単
に
得

ら
れ
る
情
報
も
な
か
な
か
得
ら
れ
な
い
の
だ

な
と
い
う
印
象
も
強
く
し
た
。
新
し
い
も
の

と
変
わ
ら
ぬ
も
の
。
こ
れ
が
な
い
ま
ぜ
と
な

っ
た
中
国
は
、
な
か
な
か
つ
か
み
が
た
い
と

こ
ろ
が
あ
る
。
そ
の
国
と
隣
国
で
あ
る
日
本

は
、
今
後
も
向
き
合
っ
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
。
彼
を
知
り
、
己
を
知
れ
ば
、
百
戦
危
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●
役
割
狭
く
捉
え
ず
、
最
大
の
努
力
を

犠
牲
へ
の
悔
い
を
考
え
れ
ば
、
起
き
る

前
の
平
時
の
啓
発
こ
そ
が
メ
デ
ィ
ア
に
課

さ
れ
た
最
重
要
課
題
で
あ
る
。
そ
の
た
め

に
は
自
ら
の
役
割
を
狭
く
捉
え
て
い
て
は

い
け
な
い
。
紙
面
や
番
組
に
限
定
し
た
報

道
に
と
ど
ま
る
こ
と
な
く
、
地
域
へ
の

「
働
き
か
け
」に
ま
で
踏
み
込
ん
だ
全
社

的
な
取
り
組
み
を
重
ね
て
い
く
べ
き
で
は

な
い
か
。

東
日
本
大
震
災
を
経
験
し
た
被
災
地
の

新
聞
社
と
し
て
、
共
有
し
て
ほ
し
い
問
題

意
識
を
冒
頭
、
研
修
参
加
者
に
伝
え
た
。

そ
の
上
で
、
震
災
前
の
防
災
報
道
の
問
い

直
し
か
ら
月
１
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

「
む
す
び
塾
」を
始
め
、
５
年
継
続
し
て

い
る
こ
と
、
昨
年
に
専
任
部
署
と
し
て

「
防
災
・
教
育
室
」を
創
設
し
、
今
年
４

月
に
は
震
災
の
伝
承
人
材
を
育
て
る
た
め

に
若
者
向
け
の
通
年
講
座「
３
１
１『
伝

え
る
／
備
え
る
』次
世
代
塾
」を
開
講
し

た
こ
と
な
ど
を
報
告
し
た
。

大
が
か
り
な
防
災
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
始

め
た
高
知
新
聞
、
防
災
ラ
ジ
オ
番
組
を
22

年
継
続
す
る
毎
日
放
送
、
大
学
や
行
政
と

連
携
し
た
防
災
懇
話
会
に
参
加
す
る
中
日

新
聞
。報
告
各
社
に
共
通
し
て
い
た
の
は
、

地
域
の
命
に
関
わ
る
地
方
メ
デ
ィ
ア
の
責

任
と
自
覚
だ
。

「
災
害
犠
牲
回
避
の
た
め
に
も
っ
と
で

き
る
こ
と
が
あ
る
は
ず
」と
い
う
思
い
が

参
加
者
に
伝
わ
っ
た
の
で
あ
れ
ば
、
研
修

テ
ー
マ
と
し
て
地
味
な
防
災
啓
発
を
取
り

上
げ
た
意
義
は
あ
っ
た
と
思
う
。

日
々
の
報
道
現
場
は
多
忙
で
、
社
内
事

情
か
ら
も
同
様
の
啓
発
予
算
や
態
勢
を
組

む
の
は
難
し
く
、
担
当
者
も
次
々
と
変
わ

る
中
で
は
、
企
画
の
継
続
も
ま
ま
な
ら
な

い
―
。
交
流
会
で
は
そ
ん
な
感
想
も
参
加

者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

報
道
、
編
集
の
枠
だ
け
で
防
災
啓
発
の

役
割
を
捉
え
、
自
社
単
独
で
完
結
し
よ
う

と
す
る
方
向
性
の
限
界
だ
ろ
う
。

河
北
新
報
も
含
め
て
報
告
各
社
の
取
り

組
み
は
、
社
内
や
社
外
に
連
携
の
輪
を
広

げ
な
が
ら
巻
き
込
み
型
で
展
開
さ
れ
て
い

る
。
メ
デ
ィ
ア
同
士
の
連
携
を
大
き
な
推

進
力
に
し
、
関
係
機
関
や
地
域
と
じ
か
に

つ
な
が
る
力
を
基
盤
に
し
て
い
る
点
も
共

通
す
る
。

も
し
か
し
た
ら
防
災
啓
発
は
、
メ
デ
ィ

ア
本
来
の
機
能
と
可
能
性
が
最
も
試
さ
れ

る
分
野
と
言
え
る
の
か
も
し
れ
な
い
。「
も

っ
と
で
き
る
こ
と
」は
、
ま
だ
ま
だ
あ
る
。

河
北
新
報
社
防
災
・
教
育
室
長武

田
　
真
一

●
当
事
者
意
識
、
地
域
防
災
に
も

や
る
べ
き
こ
と
は
多
く
、責
任
は
重
い
。

で
も
、
個
々
の
報
道
機
関
が
持
つ
力
は
限

ら
れ
て
い
る
。
地
方
メ
デ
ィ
ア
の
一
員
と

し
て
、
ま
ず
は
防
災
報
道
へ
の
悩
み
を
正

直
に
伝
え
よ
う
。
そ
ん
な
こ
と
を
考
え
な

が
ら
臨
ん
だ
。

在
名
古
屋
の
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
と
研
究

者
、
行
政
関
係
者
ら
で
つ
く
る
Ｎ
Ｓ
Ｌ

（N
etw
ork�for�Saving�Lives

）が
発
足

し
た
の
は
２
０
０
１
年
。
阪
神
大
震
災
を

取
材
し
た
記
者
有
志
と
研
究
者
が
、
自
然

災
害
か
ら
地
域
の
人
た
ち
の
命
を
救
う
た

め
に
は
ど
う
し
た
ら
い
い
か
と
話
し
合

い
、
互
い
の
協
力
関
係
を
作
る
こ
と
が
防

災
報
道
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
に
つ
な
が
る
と

考
え
た
。記
者
に
求
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、

取
材
を
し
て
情
報
を
伝
え
る
立
場
か
ら
一

歩
踏
み
込
ん
だ
、
地
域
の
防
災
に
責
任
を

持
つ
当
事
者
意
識
な
の
だ
ろ
う
。
参
加
を

通
じ
て
そ
う
考
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

過
去
に
地
震
津
波
の
災
害
を
繰
り
返
し

受
け
た
東
海
地
方
は
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大

地
震
で
も
深
刻
な
被
害
が
想
定
さ
れ
て
い

る
。「
む
す
び
塾
」の
出
発
点
に
は
、
震

災
前
の
啓
発
報
道
へ
の
真
摯
な
反
省
が
あ

り
、
地
域
で
は
メ
デ
ィ
ア
の
枠
を
超
え
た

取
り
組
み
が
必
要
だ
と
い
う
河
北
新
報
の

武
田
真
一
氏
の
報
告
を
し
っ
か
り
と
受
け

止
め
、
今
後
の
活
動
に
生
か
し
た
い
。

中
日
新
聞
社
社
会
部
　
後
藤
　
厚
三

第
20
回
記
者
研
修
会

８
月
７
、
８
の
両
日
、
第
20
回
記
者
研
修
会
を
開
催
、
新
聞
26
社
39
人（
う
ち

非
会
員
４
社
５
人
）、
放
送
13
社
17
人（
同
６
社
６
人
）が
参
加
し
た
。
台
風
５
号

の
影
響
で
登
壇
者
の
変
更
は
あ
っ
た
が
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
予
定
通
り
行
っ
た
。
参

加
者
に
よ
る
報
告
と
感
想
な
ど
を
紹
介
す
る
。

パネリストの武田、亘、後藤の三氏（右から）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

「
防
災
・
啓
発
と
メ
デ
ィ
ア
」
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今
川

　悟

　気
仙
沼
市
議
会
議
員

復
興
め
ぐ
る
合
意
の
難
し
さ

●「
い
の
ぐ
」を
命
の
言
葉
に

台
風
の
影
響
と
は
い
え
、
パ
ネ
ル
討
議

に
参
加
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を
ま
ず
お
わ

び
し
た
い
。
高
知
は
大
き
な
被
害
は
な
か

っ
た
が
、
交
通
機
関
は
軒
並
み
ス
ト
ッ
プ

と
な
っ
た
。
南
海
ト
ラ
フ
が
動
く「
そ
の

日
」。
交
通
網
は
至
る
所
で
寸
断
さ
れ
る

に
違
い
な
い
。
孤
立
し
た
古
里
で
一
体
、

何
が
起
き
て
い
る
の
か
。
強
風
に
暴
れ
る

街
路
樹
を
眺
め
な
が
ら
、し
ば
し
考
え
た
。

河
北
新
報
の「
む
す
び
塾
」で
つ
な
が

っ
た
各
社
の
取
り
組
み
。
毎
日
放
送
の
防

災
ラ
ジ
オ
番
組
は
22
年
、
中
日
新
聞
か
ら

報
告
さ
れ
た
Ｎ
Ｓ
Ｌ
も
16
年
以
上
の
歴
史

を
持
つ
。
一
方
、
高
知
新
聞
の
防
災
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト「
い
の
ぐ
」は
始
ま
っ
て
ま
だ

１
年
半
。
紙
面
企
画
の
ほ
か
、
防
災
に
つ

い
て
語
る「
い
の
ぐ
塾
」や
防
災
記
者
制

度
も
展
開
し
て
い
る
が
、「
生
き
延
び
る
」

と
い
う
意
味
を
持
つ
古
い
土
佐
の
言
葉
が

県
民
に
ど
れ
だ
け
認
知
さ
れ
た
か
と
問
わ

れ
る
と
、
い
さ
さ
か
心
も
と
な
い
。

人
口
減
少
と
い
う
時
代
の
傾
斜
の
中
で

南
海
ト
ラ
フ
は
必
ず
動
く
。
そ
れ
ま
で
に

死
語
に
近
か
っ
た
言
葉
に
再
び
命
を
吹
き

込
み
、
人
と
地
域
の「
命
を
つ
な
ぐ
」取

り
組
み
に
ま
で
広
げ
て
い
く
に
は
、
今
後

も
各
地
の
メ
デ
ィ
ア
や
被
災
者
の
皆
さ
ん

か
ら
学
び
、
県
民
と
共
に
地
道
な
活
動
を

続
け
て
い
く
し
か
な
い
と
考
え
て
い
る
。

高
知
新
聞
社
地
域
読
者
局
次
長
　
石
川
　
浩
之

●
22
年
の
重
み

阪
神
・
淡
路
大
震
災
を
き
っ
か
け
に
22

年
間
続
く
防
災
ラ
ジ
オ
番
組「
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
１
・
17
」の
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し

て
参
加
し
た
。
活
字
メ
デ
ィ
ア
の
記
者
が

多
く
、
ラ
ジ
オ
が
ど
ん
な
防
災
報
道
を
し

て
い
る
か
を
伝
え
る
の
は
難
し
い
と
思
っ

た
の
で
、
前
日
に
放
送
し
た
ば
か
り
の

「
九
州
北
部
豪
雨
１
カ
月
」の
現
地
リ
ポ

ー
ト
や
、
東
日
本
大
震
災
発
生
直
後
の
災

害
リ
ポ
ー
タ
ー（
宮
城
県
気
仙
沼
市
在
住
）

の
電
話
リ
ポ
ー
ト
の
音
声
を
、
実
際
に
聞

い
て
も
ら
い
な
が
ら
進
め
た
。

多
く
の
人
か
ら
質
問
さ
れ
た
の
は
、「
な

ぜ
毎
日
放
送
は
、
こ
の
番
組
を
22
年
も
続

け
る
こ
と
が
で
き
た
の
か
」と
い
う
こ
と

だ
っ
た
。「
強
力
な
ス
ポ
ン
サ
ー
が
い
る

の
か
」「
番
組
立
ち
上
げ
か
ら
関
わ
り
続
け

て
い
る
出
演
者
や
ス
タ
ッ
フ
が
い
る
の

か
」な
ど
尋
ね
ら
れ
た
が
、「
い
な
い
」と
し

か
答
え
ら
れ
な
い
。
私
自
身
は
６
年
前
か

ら
ス
タ
ッ
フ
に
加
わ
っ
た
。「
毎
日
放
送

の
ラ
ジ
オ
局
で
ず
っ
と
受
け
継
が
れ
て
き

た
Ｄ
Ｎ
Ａ
み
た
い
な
も
の
で
し
ょ
う
か
」

と
苦
し
紛
れ
に
答
え
た
。「
命
を
守
る
報

道
が
で
き
て
い
な
か
っ
た
」と
い
う
22
年

前
の
厳
し
い
反
省
。
さ
ま
ざ
ま
な
危
機
が

あ
っ
た
も
の
の
、「
伝
え
る
こ
と
を
や
め

て
は
い
け
な
い
」と
い
う
思
い
。
受
け
取

っ
た
バ
ト
ン
の
重
さ
を
改
め
て
感
じ
た
。

毎
日
放
送
ラ
ジ
オ
局
制
作
セ
ン
タ
ー

亘
　
佐
和
子

東
日
本
大
震
災
か
ら
６
年
半
。風
化
と
、

ど
う
向
き
合
う
か
。
復
興
道
半
ば
、
と
い

か
に
全
国
へ
発
信
し
て
い
く
か
。
被
災
地

に
身
を
置
く
記
者
に
と
っ
て
、
尽
き
な
い

悩
み
だ
。

毎
年
３
月
11
日
が
近
づ
い
た
と
き
だ
け

大
量
の
震
災
記
事
が
あ
ふ
れ
る
現
状
に
、

市
民
の
み
な
ら
ず
、
メ
デ
ィ
ア
の
関
心
の

低
下
が
危
ぶ
ま
れ
る
。
そ
ん
な
な
か
、
各

地
の
記
者
が
集
ま
る
場
で
、
復
興
政
策
の

一
翼
を
担
う
今
川
悟
・
気
仙
沼
市
議
が
現

状
を
伝
え
た
意
義
は
大
き
か
っ
た
。

復
興
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
政
策
は
、
沿

岸
に
堤
を
つ
く
り
、
そ
ば
の
住
宅
を
高
台

に
移
し
、跡
地
に
工
場
な
ど
を
誘
致
す
る
、

整
理
が
終
わ
ら
ず
見
切
り
を
つ
け
市
外
に

転
居
す
る
な
ど
し
た
人
も
多
い
。

中
で
も
、「
津
波
か
ら
命
を
守
る
」と

い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
に
整
備
が
進
む
長

大
な
防
潮
堤
は
、住
民
の
反
対
が
根
強
い
。

海
と
暮
ら
し
て
き
た
人
た
ち
に
と
っ
て
、

10
メ
ー
ト
ル
超
の
壁
が
眺
望
を
損
な
う
こ

と
へ
の
抵
抗
感
は
大
き
い
か
ら
だ
。
気
仙

沼
市
の
防
潮
堤
事
業
費
は
約
２
２
０
０
億

円
。
被
災
３
県
で
最
も
多
い
。

住
民
説
明
会
に
１
千
回
近
く
足
を
運
ん

だ
今
川
氏
。
中
で
も
、「
神
山
川
」と
い

う
河
川
の
津
波
堤
防
対
策
工
事
の
事
例
を

挙
げ
た
。
い
ま
堤
防
に
は
約
60
本
の
桜
が

並
ぶ
が
、
県
は
こ
れ
ら
を
伐
採
し
、
か
さ

上
げ
し
た
う
え
で
コ
ン
ク
リ
ー
ト
で
覆
う

計
画
を
立
て
た
。
今
川
氏
は
、
反
対
運
動

の
中
心
と
な
っ
て
約
５
千
人
の
署
名
を
集

め
た
。

結
果
的
に
、
17
本
を
残
す
こ
と
が
決
ま

っ
た
。
た
だ
、
住
民
の
中
に
は
津
波
を
心

配
し
て
計
画
通
り
の
整
備
を
望
む
声
も
あ

っ
た
。
防
災
か
、
景
観
か
。
地
元
は
揺
れ

た
。
今
川
氏
は
、
こ
う
指
摘
し
た
。「
住

民
が
１
人
で
も
防
潮
堤
を
欲
し
が
れ
ば
、

行
政
は
つ
く
る
。
全
員
が
反
対
し
な
け
れ

ば
止
め
ら
れ
な
い
」。
合
意
を
得
る
難
し

さ
に
立
ち
止
ま
り
な
が
ら
、
復
興
は
進
ん

で
い
る
―
―
。
そ
う
い
っ
た
一
面
が
少
し

で
も
伝
わ
る
こ
と
を
願
う
。

朝
日
新
聞
社
仙
台
総
局
　
桑
原
　
紀
彦

と
い
う
も
の

だ
。
気
仙
沼

で
住
宅
再
建

が
必
要
と
さ

れ
た
の
は
約

８
千
世
帯
。

災
害
公
営
住

宅
整
備
は
完

了
す
る
一

方
、
再
建
先

の
土
地
区
画
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宍
戸

　常
寿

　東
京
大
学
大
学
院
教
授

最
大
の
倫
理
違
反
は
「
萎
縮
」

Ｓ
Ｎ
Ｓ
時
代
に
要
請
さ
れ
る
こ
と
と
は

平

　和
博

　朝
日
新
聞
社
Ｉ
Ｔ
専
門
記
者

情
報
の
空
洞
化
に
浸
透
し
た

「
フ
ェ
イ
ク
・
ニ
ュ
ー
ス
」

　記者研修会201 7

新
聞
部
数
や
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
の
低
下

に
歯
止
め
が
か
か
ら
な
い
。
代
わ
っ
て

人
々
の
消
費
時
間
を
奪
っ
て
い
る
の
が
ネ

ッ
ト
、
特
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
だ
。「
公
論
空
間
で

ネ
ッ
ト
が
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
お

り
、
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
地
位
低
下
は
明
ら

か
。
も
は
や
、
一
元
的
な
情
報
収
集
・
発

信
の
主
体
で
は
あ
り
得
な
い
」と
い
う
事

実
か
ら
、目
を
そ
ら
す
こ
と
は
で
き
な
い
。

メ
デ
ィ
ア
環
境
の
多
様
化
は
一
般
に
歓

迎
す
べ
き
こ
と
。
従
来
の
メ
デ
ィ
ア
が
包

摂
し
き
れ
な
か
っ
た
意
見
や
利
益
、
価
値

に
気
づ
き
や
す
く
な
っ
た
。
オ
ー
ル
ド
メ

デ
ィ
ア
の
建
前
と
現
実
の
乖
離
も
可
視
化

さ
れ
た
。

し
か
し
、副
作
用
も
顕
著
だ
。
そ
れ
が
、

識
の
下
、
見
直
し
・
改
善
策
は
多
岐
に
わ

た
る
。

ニ
ュ
ー
ス
の
価
値
基
準
、
な
ぜ
報
じ
る

の
か
・
報
じ
な
い
の
か
の
説
明
責
任
。
公

人
の
会
見
、
開
示
請
求
し
た
資
料
を
全
文

公
開
す
る
こ
と
。
た
だ
し
、
一
次
情
報
を

た
だ
流
す
だ
け
で
は
な
い
、
分
析
し
て
物

事
の
文
脈
の
中
で
理
解
で
き
る
よ
う
な
質

の
高
い
報
道
。
ま
た
、
速
報
性
と
真
実
性

の
ト
レ
ー
ド
オ
フ
の
承
認
。
さ
ら
に
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
は
炎
上
を
過
度
に
恐
れ
る
の
で
は
な

く
積
極
的
に
使
う
こ
と
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
な
ど
と
の

連
携
―
な
ど
だ
。

た
だ
し
、
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
組
織
に
は

変
わ
ら
ぬ
原
則
が
あ
る
。「
萎
縮
し
て
報

道
す
べ
き
こ
と
を
し
な
い
こ
と
、
こ
れ
こ

そ
、
最
大
の
倫
理
違
反
」と
い
う
指
摘
は
、

本
義
を
忘
れ
な
い
限
り
、
オ
ー
ル
ド
メ
デ

ィ
ア
に
も
生
き
残
る
道
が
あ
る
こ
と
も
示

し
て
い
そ
う
だ
。

講
師
の
名
前
は
存
じ
て
い
た
が
今
回
、

筆
者
と
同
じ
40
代
半
ば
で
あ
る
こ
と
を
知

っ
た
。
オ
ー
ル
ド
メ
デ
ィ
ア
で
育
ち
、
20

代
か
ら
ネ
ッ
ト
に
触
れ
て
き
た
、
社
会
の

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
あ
る
団
塊
ジ
ュ
ニ

ア
。
厳
し
い
現
状
認
識
と
提
言
は
、
オ
ー

ル
ド
メ
デ
ィ
ア
に
対
す
る
社
会
の
期
待
と

要
請
で
も
あ
る
と
受
け
止
め
た
い
。

北
海
道
新
聞
社
メ
デ
ィ
ア
委
員（
東
京
駐
在
）

田
中
　
徹

朝
日
新
聞
Ｉ
Ｔ
専
門
記
者
の
平
和
博
氏

の
講
義
で
は
、「
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
フ
ェ

イ
ク
・
ニ
ュ
ー
ス
」に
つ
い
て
話
を
聞
い

た
。
フ
ェ
イ
ク
・
ニ
ュ
ー
ス
の
台
頭
に
は
、

さ
ま
ざ
ま
な
要
因
が
あ
る
が
、
地
方
紙
の

衰
退
が
影
響
を
及
ぼ
し
た
可
能
性
が
あ
る

と
の
指
摘
が
興
味
深
か
っ
た
。
ア
メ
リ
カ

で
は
、
イ

ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
の
登

場
に
よ
っ

て
広
告
収

入
な
ど
が

減
少
し
、

地
元
紙
が

な
く
な
っ

た
地
域
も

あ
る
。

一
方
、
大
手
の
新
聞
は
地
域
の
実
情
よ

り
、
中
央
の
政
治
や
経
済
を
中
心
に「
読

ま
れ
る
話
題
」を
多
く
取
り
上
げ
、
情
報

の
空
洞
化
が
起
き
た
。
そ
う
し
た
と
こ
ろ

に
、「
フ
ェ
イ
ク
・
ニ
ュ
ー
ス
」浸
透
の

余
地
が
生
ま
れ
た
可
能
性
が
あ
る
、
と
い

う
分
析
だ
。

昨
年
の
米
大
統
領
選
挙
で
、
有
権
者
が

最
も
参
考
に
し
た
情
報
源
は
、「
テ
レ
ビ
」

だ
と
い
う
。
テ
レ
ビ
は
、
つ
け
て
い
る
だ

け
で
情
報
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
便
利
な

ツ
ー
ル
と
い
う
こ
と
だ
。
ト
ラ
ン
プ
氏
も

ま
た
、
そ
れ
を
う
ま
く
利
用
し
た
。

私
は
、
東
京
の
オ
フ
ィ
ス
か
ら
リ
ア
ル

タ
イ
ム
で
集
会
の
様
子
を
見
て
い
た
が
、

ト
ラ
ン
プ
氏
は
過
激
な
発
言
を
並
べ
、
抗

議
の
声
に
は「
出
て
行
け
」と
叫
ぶ
。
そ

れ
に
呼
応
す
る
か
の
よ
う
に
支
持
者
の
シ

ュ
プ
レ
ヒ
コ
ー
ル
が
沸
く
な
ど
、
観
衆
を

巻
き
込
ん
で
い
く
様
子
が
ま
る
で
、
リ
ア

リ
テ
ィ
ー
シ
ョ
ー
を
見
て
い
る
か
の
よ
う

に
感
じ
た
。

こ
う
し
た〝
エ
ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
〟と

し
て
人
気
を
得
た
ト
ラ
ン
プ
氏
の
ツ
イ
ッ

タ
ー
の
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
は
３
５
０
０
万
人

を
超
え
た
。「
フ
ェ
イ
ク
・
ニ
ュ
ー
ス
」

は〝
イ
エ
ロ
ー
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
〟を
意

味
す
る
言
葉
と
し
て
、
１
８
０
０
年
代
に

は
す
で
に
登
場
し
て
い
た
と
い
う
。
し
か

し
、
現
代
に
お
い
て
フ
ェ
イ
ク
・
ニ
ュ
ー

ス
も
ポ
ス
ト
・
ト
ゥ
ル
ー
ス
も
、
ト
ラ
ン

プ
氏
な
し
で
は
こ
こ
ま
で
広
が
ら
な
か
っ

た
の
で
は
な
い
か
。

地
域
の
実
情
を
正
し
く
伝
え
て
い
る

か
、
情
報
の
送
り
手
と
し
て
、「
視
聴
さ

れ
る
話
題
」に
固
執
し
て
は
い
な
い
か
、

改
め
て
考
え
さ
せ
ら
れ
る
内
容
だ
っ
た
。

日
本
テ
レ
ビ
報
道
局
国
際
部
　
宮
崎
　
暁
子

フ
ェ
イ
ク・

ニ
ュ
ー
ス

の
奔
流
や

ポ
ス
ト
・

ト
ゥ
ル
ー

ス
化
と
い

わ
れ
る
社

会
状
況
だ

ろ
う
。
こ

う
し
た
認
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●
真
実
の
伝
え
方

「
書
く
こ
と
に
よ
っ
て
得
る
ニ
ュ
ー
ス

価
値
の
重
み
。
見
送
る
こ
と
で
生
じ
る
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
の
不
利
益
」―
。
１
枚
の

写
真
の
掲
載
を
め
ぐ
り
、
下
し
た
決
断
の

言
葉
が
胸
に
響
い
た
。

滝
鼻
さ
ん
は
１
９
８
０
年
代
、
神
奈
川

県
内
の
市
長
が
米
軍
の
艦
船
上
で
機
関
銃

を
発
射
し
た
様
子
を
捉
え
た
写
真
を
入

手
。
取
材
相
手
は「
肖
像
権
と
著
作
権
」

を
訴
え
、
記
事
と
写
真
の
掲
載
見
送
り
を

迫
っ
た
。
し
か
し
、
ニ
ュ
ー
ス
価
値
の
重

み
を
重
視
し
、
掲
載
に
踏
み
切
っ
た
。

日
ご
ろ
、
警
察
取
材
、
民
事
訴
訟
を
担

当
し
、「
書
く
か
、
書
か
な
い
か
」で
悩

む
こ
と
の
多
い
私
に
と
っ
て
視
界
が
開
け

た
よ
う
に
感
じ
た
。

こ
の
他
、
少
年
犯
罪
で
の
匿
名
報
道
へ

の
懸
念
や「
容
疑
者
」の
呼
称
が
付
い
た

頃
か
ら
始
ま
っ
た「
生
煮
え
の
報
道
」な

ど
30
年
に
及
ん
だ
記
者
生
活
で
の
体
験
を

基
に
し
た
持
論
を
展
開
し
た
。

前
打
ち
報
道
の
価
値
を
尋
ね
た
質
問
に

は「
キ
ャ
ッ
チ
し
た
正
確
な
情
報
を
一
日

で
も
早
く
報
じ
る
の
は
活
力
の
原
点
。
隠

し
た
が
る
捜
査
側
と
の
競
争
だ
」。
日
々
、

夜
討
ち
朝
駆
け
に
追
わ
れ
る
私
は
活
力
を

与
え
て
も
ら
っ
た
。

山
梨
日
日
新
聞
社
報
道
部
　
仲
澤
　
篤
志

●
２
年
生
記
者
が
受
け
止
め
た
こ
と

「
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
は
塀
の
上
を
歩
か

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」―
―
読
売
新
聞
で

長
き
に
わ
た
り
記
者
と
し
て
活
躍
し
た
滝

鼻
氏
は
冒
頭
、
こ
う
述
べ
た
。

「
塀
」と
は
刑
務
所
の
高
い
塀
の
こ
と
。

そ
の
上
を
歩
い
て
決
し
て
内
側
に
落
ち
て

は
い
け
な
い
が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
外
側

だ
け
を
歩
い
て
い
て
は
真
の
ネ
タ
は
拾
え

な
い
と
い
う
意
味
で
あ
る
。合
法
／
違
法
、

公
正
／
不
公
正
な
ど
の
境
界
線
の
上
を
歩

き
、
慎
重
に
取
材
を
重
ね
、
価
値
の
あ
る

〝
真
実
〟を
伝
え
る
べ
き
だ
と
語
っ
た
。

こ
の
後
、
匿
名
報
道
の
是
非
に
触
れ
、

匿
名
、
実
名
の
判
断
は
メ
デ
ィ
ア
が
す
る

も
の
だ
と
述
べ
た
。
近
年
は
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
保
護
等
の
観
点
か
ら
公
権
力
に
よ
る
匿

名
発
表
が
増
え
て
い
る
と
し
た
上
で
、
記

者
は
、
危
険
を
冒
し
て
で
も
公
権
力
の
匿

名
主
義
を
乗
り
越
え
る
努
力
が
必
要
だ
と

し
た
。

記
者
の
使
命
は
真
実
を
世
に
伝
え
る
こ

と
。
真
実
に
迫
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で

は
な
い
が
、
塀
の
上
を
歩
き
続
け
な
け
れ

ば
真
実
は
見
え
て
こ
な
い
。

塀
の
上
を
歩
き
続
け
て
き
た
大
先
輩
の

一
つ
一
つ
の
言
葉
は
、
記
者
生
活
２
年
目

の〝
駆
け
出
し
〟の
私
に
記
者
の
在
り
方

を
示
し
て
く
れ
た
。

チ
ュ
ー
リ
ッ
プ
テ
レ
ビ
報
道
制
作
局越

　
大
地

●
従
来
の
価
値
観
か
ら
の
解
放
を

全
国
の
取
材
現
場
で
仕
事
を
し
て
い
る

新
聞
社
、
放
送
局
の
記
者
の
み
な
さ
ん
の

前
で
、
私
流
の
取
材
、
報
道
の
在
り
方
を

話
す
機
会
を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
、
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。

最
も
強
く
感
じ
取
っ
た
こ
と
は
、
そ
れ

ぞ
れ
の
記
者
が

深
い
悩
み
を
持

っ
て
い
る
こ
と

で
し
た
。
会
場

で
の
質
問
や
個

別
に
接
し
た
際
の
問
い
か
け
で
感
じ
ま
し

た
。
悩
み
や
疑
問
の
内
容
は
さ
ま
ざ
ま
で

し
た
が
、共
通
す
る
こ
と
は
、取
材
相
手
と

の
距
離
感
に
関
す
る〝
も
が
き
〟の
よ
う

な
苦
し
み
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
解
決
で
き

な
い
戸
惑
い
で
し
た
。

突
っ
込
ん
で
言
う
と
、
人
物
、
組
織
、

場
所
を
実
名
で
報
じ
る
勇
気
、
最
後
ま
で

ニ
ュ
ー
ス
ソ
ー
ス
を
保
護
す
る
倫
理
、
事

件
の
背
景
あ
る
い
は
事
件
の
発
生
原
因
を

ど
こ
ま
で
追
い
詰
め
ら
れ
る
か
の
覚
悟
、

そ
し
て
公
権
力
が
隠
し
通
そ
う
と
す
る

「
不
都
合
な
真
実
」に
迫
る
取
材
力
な
ど

が
、
記
者
の
苦
し
み
と
な
っ
て
表
現
さ
れ

て
い
ま
し
た
。

Political�Correctness

と
い
う
、建
前

だ
け
の
倫
理
感
は
も
う
見
直
す
時
で
し
ょ

う
。
な
ぜ
な
ら
、
記
者
自
ら
が
苦
し
み
の

中
か
ら
書
い
た
、
創
造
的
な
ニ
ュ
ー
ス
価

値
が
生
ま
れ
な
い
か
ら
で
す
。
研
修
会
に

出
席
し
た
す
べ
て
の
記
者
が
、
従
来
の
価

値
観
か
ら
解
放
さ
れ
、
独
自
の
ニ
ュ
ー
ス

を
発
見
す
る
こ
と
を
心
底
よ
り
期
待
し
て

い
ま
す
。�

（
滝
鼻
卓
雄
）

滝
鼻

　卓
雄

　ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

体
験
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
論

劉少賓公使の会見後、20人を超す若手外
交官と懇談した

■青柳俊彦JR九州社長会見
観光列車「ななつ星」で注目を集
める中、ホテルや飲食業界にも
進出し、経営の多角化をはかる。
会見動画と会見リポートはクラ
ブウェブサイトに

■中国大使館訪問
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参
加
者
の
声

●
あ
っ
と
い
う
間
の
２
日
間�

　
報
道
に

配
属
さ
れ
て
６
年
。
研
修
を
受
け
た
の
は

今
回
が
初
め
て
の
こ
と
だ
っ
た
。
各
方
面

の
最
前
線
に
立
っ
て
い
る
方
々
の
話
を
聞

け
た
、と
て
も
貴
重
な
２
日
間
と
な
っ
た
。

中
で
も「
紙
面
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
実

際
の
活
動
で
伝
え
る
」「
記
者
の
質
を
上
げ

る
」「
既
存
メ
デ
ィ
ア
が
力
を
発
揮
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
」と
い
っ
た
言
葉
が
響
い

た
。
ま
た
、
ロ
ー
カ
ル
テ
レ
ビ
局
の
報
道

記
者
と
し
て「
分
か
り
や
す
さ
」を
最
優

先
す
る
あ
ま
り
、
本
当
に
伝
え
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
省
い
た
り
、
簡
単
す
ぎ

る
表
現
に
終
始
し
て
い
な
い
か
と
い
っ
た

こ
と
に
気
付
か
さ
れ
た
。

今
回
学
ん
だ
こ
と
を
取
材
現
場
で
生
か

し
て
い
け
る
よ
う
、
常
に
胸
に
刻
ん
で
い

こ
う
と
思
う
。

青
森
朝
日
放
送
報
道
制
作
部
　
高
橋
　
芳
樹

●
働
き
か
け
る
報
道
へ
　
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン「
防
災
・
啓
発
と
メ
デ
ィ
ア
」

は
、
さ
ま
ざ
ま
な
気
付
き
を
与
え
て
く
れ

た
。
河
北
新
報
社
は
、
東
日
本
大
震
災
で

の
後
悔
や
反
省
か
ら「
呼
び
か
け
」の
啓

発
報
道
だ
け
で
は
な
く
、
地
域
に
入
り
込

ん
で
の
防
災
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ「
む
す
び

塾
」開
催
と
特
集
紙
面
を
組
み
合
わ
せ

た
、
狭
く
深
い「
働
き
か
け
」に
踏
み
込

ん
で
い
る
。
武
田
真
一
氏
の「
地
域
の
命

を
守
る
た
め
に
、
新
聞
社
は
役
に
立
っ
て

い
る
の
か
を
問
い
続
け
て
ほ
し
い
」の
言

葉
を
か
み
し
め
、
早
速
着
手
し
た
い
。

「
狭
く
深
い
働
き
か
け
」は
地
方
紙
に

こ
そ
で
き
る
こ
と
だ
と
思
う
。「
役
割
を

狭
く
捉
え
ず
」（
武
田
氏
）取
り
組
む
決
意

を
新
た
に
し
た
。

福
井
新
聞
社
社
会
部
　
近
藤
　
洋
平

●
地
域
紙
の
役
割
を
再
認
識
　
ロ
ー
カ
ル

紙
が
果
た
す
べ
き
役
割
に
つ
い
て
考
え
さ

せ
ら
れ
た
。
災
害
へ
の
備
え
を
訴
え
る
啓

発
報
道
は「
広
く
浅
い
」情
報
よ
り
、
地

域
ご
と
の「
狭
く
深
い
」情
報
提
供
が
必

要
だ
と
い
う
武
田
真
一
氏
の
指
摘
を
聞
い

た
時
、
そ
の
担
い
手
は
ま
さ
に
地
域
紙
だ

と
感
じ
た
。
米
国
の
フ
ェ
イ
ク
・
ニ
ュ
ー

ス
の
実
態
を
語
っ
た
平
和
博
氏
へ
の
質
問

で
は
、
身
近
な
出
来
事
を
公
正
に
伝
え
る

ロ
ー
カ
ル
メ
デ
ィ
ア
の
存
在
が
デ
マ
の
拡

散
抑
止
に
意
味
を
持
つ
こ
と
を
学
び
、
身

の
引
き
締
ま
る
思
い
だ
っ
た
。

全
国
の
記
者
が
集
ま
る
せ
っ
か
く
の
機

会
な
の
で
、
も
っ
と
意
見
交
換
が
で
き
れ

ば
よ
か
っ
た
。
登
壇
者
が
記
者
た
ち
に
問

題
を
投
げ
か
け
、
皆
で
議
論
す
る
場
な
ど

を
設
け
て
み
て
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。

市
民
タ
イ
ム
ス
安
曇
野
支
社
報
道
課

長
尾
　
浩
道

●
続
け
る
防
災
報
道
へ
　「
い
つ
起
こ
っ

て
も
お
か
し
く
な
い
」東
海
地
震
。
そ
の

備
え
を
ど
の
よ
う
に
呼
び
か
け
た
ら
最
も

伝
わ
る
の
か
。
リ
ス
ナ
ー
の
心
に
届
く
の

か
。
今
回
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

で
は
、
そ
の
答
え
へ
の
道
筋
が
見
え
た
。

中
日
新
聞
・
後
藤
厚
三
氏
が
報
道
に
携
わ

る
側
の
地
震
災
害
へ
の
理
解
不
足
を
語
る

場
面
が
あ
り
、
は
っ
と
し
た
。
そ
う
か
、

知
識
を
持
っ
て
伝
え
な
け
れ
ば
伝
わ
る
も

の
も
伝
わ
ら
な
い
。
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
張

り
、
自
主
的
に
勉
強
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
気
付
か
さ
れ
た
。

ま
た
、
長
く
続
け
て
い
る
こ
と
も
重
要

な
こ
と
だ
ろ
う
。
続
け
る
こ
と
で
信
頼
が

生
ま
れ
る
。
一
人
で
も
多
く
防
災
意
識
を

高
め
て
も
ら
え
る
よ
う
、
努
力
し
て
い
き

た
い
。東

海
ラ
ジ
オ
放
送
報
道
部
　
前
野
　
沙
織

【
プ
ロ
グ
ラ
ム
】

８
月
７
日（
月
）ク
ラ
ブ
概
要
・
日
程
説
明
▼

ネ
ッ
ト
時
代
の
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム「
実
名
・
匿

名
報
道
や
改
正
個
人
情
報
保
護
法
施
行
後
の
事

件
報
道
へ
の
影
響
」宍
戸
常
寿
・
東
大
大
学
院

教
授（
司
会
：
瀬
口
晴
義
委
員
／
９
階
会
見
場
）

▼
昼
食（
９
階
会
見
場
）▼
記
者
会
見
：
山
口

那
津
男
・
公
明
党
代
表（
司
会
：
川
上
高
志
委

員
／
10
階
ホ
ー
ル
）▼
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ

ョ
ン「
防
災
・
啓
発
と
メ
デ
ィ
ア
」武
田
真
一
・

河
北
新
報
社
防
災
・
教
育
室
長
、
後
藤
厚
三
・

中
日
新
聞
社
社
会
部
デ
ス
ク
、
亘
佐
和
子
・
毎

日
放
送
ラ
ジ
オ
局
制
作
セ
ン
タ
ー
記
者（
＊
石

川
浩
之
・
高
知
新
聞
社
地
域
読
者
局
次
長
は
台

風
５
号
の
影
響
で
欠
席
。
用
意
さ
れ
た
資
料
を

基
に
武
田
氏
が
高
知
新
聞
の
取
り
組
み
を
紹
介

し
た
）（
司
会
：
瀬
口
晴
義
委
員
／
９
階
会
見
場
）

▼
宮
城
県
気
仙
沼
市
と
高
知
県
黒
潮
町
の
防
災

交
流「
気
仙
沼
市
の
復
興
と
黒
潮
町
の
南
海
ト

ラ
フ
対
策
」今
川
悟
・
気
仙
沼
市
議
会
議
員（
＊

大
西
勝
也
・
高
知
県
黒
潮
町
長
は
台
風
対
応
の

た
め
欠
席
）（
司
会
：
上
田
俊
英
委
員
／
９
階
会

見
場
）▼
交
流
会（
10
階
ホ
ー
ル
）

８
月
８
日（
火
）「
体
験
的
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム

論
」滝
鼻
卓
雄
・
元
読
売
新
聞
東
京
本
社
社
長

（
司
会
：
瀬
口
晴
義
委
員
／
９
階
会
見
場
）▼
昼

食（
10
階
ホ
ー
ル
）▼「
ト
ラ
ン
プ
政
権
と
フ
ェ

イ
ク
・
ニ
ュ
ー
ス
」平
和
博
・
朝
日
新
聞
Ｉ
Ｔ

専
門
記
者（
司
会
：
上
田
俊
英
委
員
／
10
階
ホ

ー
ル
）▼
中
国
大
使
館
訪
問
：
劉
少
賓
公
使
の

会
見
、
若
手
外
交
官
と
の
懇
談
▼
記
者
会
見
：

青
柳
俊
彦
Ｊ
Ｒ
九
州
社
長（
司
会
：
安
井
孝
之

委
員
／
10
階
ホ
ー
ル
）

※
会
見
動
画
を
順
次
公
開
す
る
予
定
で
す

交流会で上田企画委員（朝日）にも〝追加〟取
材する参加者
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新 潟取材団

新
潟
県
の
柏
崎
市
、
刈
羽
村
に
ま
た
が

る
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
発
は
、
７
基
の

出
力
が
計
８
２
０
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
を
超
え

る「
世
界
最
大
の
原
発
」だ
。
そ
の
再
稼

働
の
先
行
き
が
見
通
せ
な
い
な
か
、
議
論

の
現
場
を
総
勢
26
人
で
訪
ね
た
。

「
再
稼
働
は
地
域
振
興
に
役
立
つ
と
言

わ
れ
る
が
、
本
当
に
そ
う
な
の
か
」

原
発
検
証
報
道
を
続
け
る
新
潟
日
報

で
、
三
島
亮
・
編
集
局
次
長
兼
報
道
統
括

部
長
が
発
し
た
問
い
は
立
地
自
治
体
の
み

新
潟
取
材
団

「
世
界
最
大
の
原
発
」の
現
状

　崩
れ
ゆ
く「
神
話
」と
再
稼
働
の
行
方

上
田

　俊
英（
朝
日
新
聞
社
編
集
委
員
）

だ
。
同
紙
は
２
０
１
５
年
12
月
～
16
年
６

月
の
連
載「
原
発
は
必
要
か
」の
な
か
で
、

原
発
の「
経
済
神
話
」を
検
証
し
た
。

無
作
為
抽
出
し
た
地
元
企
業
１
０
０
社

に
ま
ず「
原
発
全
基
停
止
に
よ
る
売
り
上

げ
の
減
少
は
あ
る
か
」を
尋
ね
た
と
こ

ろ
、「
な
い
」と
い
う
回
答
が
３
分
の
２

を
占
め
た
。
一
連
の
調
査
で
、
原
発
が
地

域
経
済
に
貢
献
す
る
と
い
う
の
は「
根
拠

に
乏
し
い
神
話
」で
あ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
と
い
う
。

「
で
は
、
原
発
の
安
全
神
話
や
経
済
神

話
は
ど
こ
か
ら
生
ま
れ
る
の
か
。
原
発
の

よ
う
な
巨
大
電
源
の
リ
ス
ク
を
地
方
に
引

き
受
け
さ
せ
る
に
は
、
神
話
が
必
要
だ
っ

働
は
認
め
ら
れ
な
い
」と
す
る
米
山
隆
一

知
事
が
誕
生
し
た
。

県
は
東
電
福
島
第
一
原
発
事
故
を
受

け
、
既
存
の「
技
術
委
員
会
」に
加
え
て

「
健
康
・
生
活
委
員
会
」と「
避
難
委
員

会
」、
さ
ら
に
こ
れ
ら
を
ま
と
め
る「
統

括
委
員
会
」を
設
置
。
事
故
検
証
を
独
自

に
進
め
る
。

県
庁
で
会
見
し
た
米
山
知
事
は「
再
稼

働
に
つ
い
て
、
県
と
し
て
責
任
を
も
っ
て

話
す
に
は
、
検
証
が
い
る
」と
強
調
し
た
。

検
討
に
か
か
る
期
間
に
つ
い
て
は
、「
３

～
４
年
」と
い
う
見
解
を
、
繰
り
返
し
述

べ
た
。

「
３
～
４
年
で
結
論
が
導
け
る
の
か
」

■
日
程

８
月
９
日（
水
）長
岡
駅
前
集
合
、
バ
ス

で
東
京
電
力
柏
崎
刈
羽
原
子
力
発
電
所
へ

▼
概
要
説
明
の
後
、
左
記
の
施
設
見
学
▽

副
防
護
本
部（
免
震
重
要
棟
）▽
防
潮
堤

▽
６
号
機
建
屋
内
▽
設
楽
親
所
長
と
の
質

疑
応
答
▼
新
潟
日
報
本
社
訪
問
、
三
島
亮

編
集
局
次
長
兼
報
道
統
括
部
長
▼
米
山
隆

一
新
潟
県
知
事
会
見（
県
政
担
当
記
者
も

出
席
）▼
新
潟
駅
で
解
散【
参
加
：
26
人
】

再
稼
働
に
向
け
た
対
策
工
事
な
ど
の
現
状

を
見
た
。

設
楽
親
所
長
は
、
県
が
進
め
る
検
証
と

の
関
わ
り
に
つ
い
て
、「
県
か
ら
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
な
い
。
わ
れ
わ
れ
が
で
き
る
こ

と
は
検
討
し
て
お
り
、（
県
の
方
針
が
）わ

か
っ
た
時
点
で
し
っ
か
り
対
応
す
る
」と

話
し
た
。

原
発
の
大
事
故
が
引
き
起
こ
す
惨
禍

を
、
全
て
の
日
本
人
は
福
島
第
一
原
発
の

事
故
で
学
ん
だ
は
ず
だ
っ
た
。
今
回
、
新

潟
で
再
稼
働
を
め
ぐ
る
議
論
を
聞
き
、
そ

の
教
訓
が
こ
こ
で
は
ま
だ
生
か
さ
れ
て
い

る
と
感
じ
た
。

（
企
画
委
員
）

6号機原子炉建屋の内部に入り、使用済み核燃料プ
ールなどを見学

6号機原子炉建屋

な
ら
ず
、
日
本
が
こ
れ

か
ら
原
発
と
ど
う
関
わ

っ
て
い
く
の
か
を
考
え

る
上
で
、
極
め
て
重
要

た
」と
三
島
さ
ん
は
み
る
。

そ
の
上
で「
一
番
の
問
題

は
、
立
地
自
治
体
の
意
見
を

公
的
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み

が
整
っ
て
い
な
い
こ
と
だ
」

と
指
摘
し
た
。

こ
う
し
た
現
実
に
、
県
民

も
気
づ
い
て
い
る
の
か
。
昨

年
10
月
の
県
知
事
選
で
、「
県

民
の
命
と
暮
ら
し
が
守
ら
れ

な
い
現
状
に
お
い
て
、
再
稼

設楽親・東京電
力柏崎刈羽原子
力発電所長

三島亮・新潟日
報編集局次長兼
報道統括部長

米山隆一・新潟
県知事

東
電
柏
崎

刈
羽
原
発
で

は
、
新
設
さ

れ
た
防
潮
堤

を
は
じ
め
、

と
い
う
質
問
に
は
、「
わ
か
ら
な
い

こ
と
は
わ
か
ら
な
い
な
り
に
、
そ
れ

が
結
論
だ
と
思
う
」「
そ
う
し
た
現
実

の
な
か
で
、
常
識
的
な
コ
ン
セ
ン
サ

ス
が
と
れ
る
」な
ど
と
答
え
た
。
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安
倍
改
造
内
閣�

倉
本

　義
孝（
共
同
通
信
社
）

政
局「
秋
の
陣
」へ

　
取
材
積
み
上
げ
、
判
断
の
地
道
な
作
業

第
３
次
安
倍
第
３
次
改
造
内
閣
が
８
月

３
日
、発
足
し
た
。学
校
法
人「
森
友
学
園
」

の
国
有
地
売
却
や「
加
計
学
園
」の
獣
医

学
部
新
設
問
題
、
南
ス
ー
ダ
ン
の
国
連
平

和
維
持
活
動（
Ｐ
Ｋ
Ｏ
）の
日
報
隠
蔽
問
題

な
ど
難
題
が
山
積
す
る
中
、
安
倍
晋
三
首

相
は
組
閣
後
の
記
者
会
見
冒
頭
で
、
自
ら

の
政
権
運
営
の
至
ら
な
さ
を
反
省
し
、
陳

謝
す
る
異
例
の
再
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。

直
後
に
報
道
各
社
が
実
施
し
た
世
論
調

査
で
は
支
持
率
は
や
や
持
ち
直
し
た
も
の

の
、
不
支
持
が
支
持
を
上
回
る
結
果
が
依

然
と
し
て
見
ら
れ
る
。
与
党
内
か
ら
は

「
局
面
打
開
の
た
め
、
首
相
が
衆
院
解
散

に
踏
み
切
る
の
で
は
」と
い
っ
た
声
も
漏

れ
る
。
秋
に
召
集
さ
れ
る
臨
時
国
会
や
、

外
交
・
内
政
の
政
治
日
程
を
見
据
え
つ
つ
、

首
相
は
ど
の
よ
う
な
展
望
を
描
い
て
い
る

の
か
を
追
う
日
々
に
小
休
止
は
な
い
。
政

局「
秋
の
陣
」に
向
け
、
政
治
部
記
者
に

と
っ
て
今
夏
も「
暑
い
夏
」で
あ
る
こ
と

は
言
う
ま
で
も
な
い
。

今
回
の
改
造
を
め
ぐ
り
、
首
相
は
７
月

に
訪
問
先
の
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
で
記
者
団

に
、
麻
生
太
郎
副
総
理
兼
財
務
相
や
菅
義

偉
官
房
長
官
を
留
任
さ
せ
る
方
針
を
表

明
。
東
京
都
議
選
の
自
民
党
惨
敗
を
踏
ま

え「
人
心
を
一
新
す
る
」と
明
言
し
た
。

支
持
率
低
落
傾
向
で
初
の
改
造 

各
社
と
も
総
力
戦
の
取
材

内
閣
改
造
の
取
材
は
政
治
部
に
と
っ
て

最
大
の
テ
ー
マ
の
１
つ
だ
。
官
邸
ス
タ
ッ

フ
や
省
庁
の
役
人
か
ら
は「
改
造
に
な
る

と
政
治
部
の
皆
さ
ん
は
人
が
変
わ
り
ま
す

ね
」「
政
策
の
方
が
大
事
で
し
ょ
」な
ど
と

や
ゆ
さ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
だ
が
首
相
や

閣
僚
が
日
本
の
政
策
を
進
め
て
い
く
上

で
、
ど
の
よ
う
な
人
物
が
ど
の
よ
う
な
ポ

ス
ト
に
就
く
の
か
を
取
材
す
る
こ
と
は
、

政
治
部
に
と
っ
て
欠
か
せ
な
い
。

共
同
通
信
で
は
政
局
デ
ス
ク
を
筆
頭
に

自
民
、
公
明
両
党
を
取
材
す
る
平
河
ク
ラ

ブ
と
官
邸
ク
ラ
ブ
が
中
心
と
な
り
、
今
回

の
改
造
人
事
の
取
材
に
当
た
っ
た
。
政
治

部
記
者
各
人
の
政
治
家
と
の
人
間
関
係
や

情
報
収
集
力
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
さ
に
各
社
と
も
総
力
戦
だ
。
水
面
下
で

の
動
き
を
つ
か
み
、
一
つ
一
つ
政
府
・
与

党
幹
部
ら
の
言
動
を
積
み
上
げ
て
総
合
的

に
判
断
す
る
作
業
の
繰
り
返
し
で
、
そ
れ

は
ど
ん
な
部
署
に
も
通
底
す
る
記
者
の
地

道
な
作
業
だ
。

首
相
は
こ
れ
ま
で
派
閥
均
衡
の
人
事
を

排
し
、
官
邸
主
導
で
閣
僚
人
事
を
決
定
し

て
き
た
。
人
事
は
為
政
者
に
と
っ
て
力
の

源
泉
で
あ
り
、
政
権
運
営
を
主
導
す
る
推

進
力
に
も
な
る
。
た
だ
世
論
の
支
持
と
い

う
追
い
風
が
な
け
れ
ば
、
権
力
の
行
使
は

奏
功
し
な
い
。
今
回
の
改
造
人
事
は
第
２

次
安
倍
内
閣
発
足
以
降
、
内
閣
支
持
率
が

低
落
傾
向
に
あ
る
中
で
行
わ
れ
た
初
の
ケ

ー
ス
と
な
っ
た
。

政
府
、
与
党
全
体
に 

「
安
倍
一
強
」の
お
ご
り

自
身
の
政
策
秘
書
だ
っ
た
男
性
へ
の
暴

力
行
為
が
報
じ
ら
れ
自
民
党
を
離
党
し
た

豊
田
真
由
子
衆
院
議
員
の
言
動
な
ど「
魔

の
２
回
生
」（
自
民
党
関
係
者
）に
よ
る
不

祥
事
。
森
友
学
園
問
題
を
め
ぐ
る
昭
恵
夫

人
の
対
応
や
、
霞
が
関
に
に
ら
み
を
利
か

せ
政
権
運
営
を
支
え
て
き
た
菅
長
官
の
加

計
学
園
の
獣
医
学
部
新
設
計
画
を
め
ぐ
る

「
怪
文
書
」発
言
な
ど
、
首
相
を
取
り
巻

く
周
囲
が
足
を
引
っ
張
っ
た
側
面
は
否
め

な
い
。
政
府
、
与
党
全
体
が「
安
倍
一
強
」

の
下
で
お
ご
り
が
あ
っ
た
と
言
わ
ざ
る
を

得
な
い
の
で
は
な
い
か
。

「
こ
の
内
閣
は
結
果
本
位
の
仕
事
人
内

閣
だ
」。首
相
は
組
閣
後
の
記
者
会
見
で
、今

回
の
内
閣
を
、
そ
う
命
名
し
た
。
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
自
民
党
現
職
の
死
去
に
伴
う

衆
院
青
森
４
区
、新
潟
５
区
、愛
媛
３
区
の

ト
リ
プ
ル
補
欠
選
挙（
10
月
22
日
投
開
票
）

に
合
わ
せ
て
衆
院
解
散
・
総
選
挙
に
踏
み

切
る
と
の
観
測
が
永
田
町
を
飛
び
交
う
。

改
造
後
の
報
道
各
社
の
世
論
調
査
で

は
、
内
閣
支
持
率
の
下
落
傾
向
が
底
を
う

っ
た
よ
う
に
も
見
え
る
。
首
相
は
周
囲
に

「
少
し
安
心
し
た
」と
語
っ
た
と
い
う
。

た
だ
油
断
は
禁
物
だ
。「
仕
事
人
内
閣
」

は
ま
だ
本
格
的
な
仕
事
に
着
手
し
て
い
な

い
。
ま
ず
は
お
手
並
み
拝
見
。「
政
治
は

一
寸
先
は
闇
」と
肝
に
銘
じ
つ
つ
、
首
相

や
閣
僚
の
一
挙
一
動
を
つ
ぶ
さ
に
取
材
す

る
日
々
は
続
く
。

く
ら
も
と
・
よ
し
た
か
▼
1
9
9
3
年
入
社
　

大
分
　
青
森
　
新
潟
の
各
支
局
を
経
て
　
政

治
部
　
2
0
1
3
年
1
月
か
ら
官
邸
ク
ラ
ブ
担

当

組閣後、安倍首相の会見はおわびから
始まった（８月３日／首相官邸／共同通信社提供）

一線記者の取材リポート� ワーキングプレ ス
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都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会�

円
谷

　美
晶（
毎
日
新
聞
社
）

模
範
回
答
に
口
封
じ
…

〝
情
報
公
開
〟に
逆
行
す
る
対
応
続
く

東
京
都
議
選（
定
数
１
２
７
）投
開
票

日
の
７
月
２
日
。
小
池
百
合
子
知
事
が
率

い
る
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
会
の
候
補
者
の

「
当
選
確
実
」が
次
々
と
テ
レ
ビ
で
報
じ

ら
れ
て
い
っ
た
。
自
民
党
の
お
ご
り
と
緩

み
へ
の
批
判
、
新
し
さ
へ
の
期
待
―
―
そ

ん
な
都
民
の
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
た
。

追
加
公
認
も
含
め
て
55
人
が
当
選
と
大

勝
し
た
都
民
フ
ァ
ー
ス
ト
だ
が
、
あ
れ
か

ら
２
カ
月
が
す
ぎ
た
今
、
彼
ら
が
選
挙
戦

で
最
も
声
高
に
主
張
し
て
き
た「
情
報
公

開
」と
逆
行
す
る
か
の
よ
う
な
取
材
対
応

が
目
に
つ
く
。

「
民
間
企
業
並
み
」？ 

こ
れ
が
改
革
な
の
か

７
月
５
日
の
新
人
研
修
会
や
、
８
月
８

日
の
初
の
臨
時
議
会
の
際
、
話
を
聞
こ
う

と
し
た
議
員
か
ら「
事
前
に
党
本
部
に
言

っ
て
も
ら
わ
な
い
と
答
え
ら
れ
な
い
」と

断
ら
れ
た
。
い
ず
れ
も
、
党
や
会
派
と
し

て
の
見
解
を
聞
こ
う
と
し
て
い
る
わ
け
で

は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
一
人
の
議
員
と
し

て
の
心
境
や
意
気
込
み
の
取
材
だ
。「
勝

手
に
答
え
ら
れ
な
い
」と
は
、
言
論
の
自

由
は
あ
る
の
か
と
思
っ
て
し
ま
う
。

取
材
対
応
に
つ
い
て
指
摘
す
る
と
、
都

民
フ
ァ
ー
ス
ト
の
野
田
数か

ず
さ

代
表
は「
民
間

企
業
並
み
の
対
応
を
取
っ
て
い
る
」と
話

し
、「
世
の
中
の
ほ
ぼ
１
０
０
パ
ー
セ
ン

ト
の
組
織
が
や
っ
て
い
る
こ
と
を
、
う
ち

が
や
る
と
な
ぜ
批
判
さ
れ
る
の
か
」と
い

ら
立
ち
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
確
か
に
、
民

間
企
業
の
社
員
に
取
材
を
申
し
込
む
際
は

広
報
を
通
す
の
が
一
般
的
か
も
し
れ
な
い

が
、
選
挙
で
有
権
者
か
ら
直
接
選
ば
れ
た

議
員
の
考
え
を
聞
く
こ
と
と
、
同
じ
土
俵

で
考
え
る
こ
と
な
の
か
。

野
田
代
表
は
、
こ
れ
ま
で
の
都
議
会
自

民
党
の
取
材
対
応
を
引
き
合
い
に
出
し
、

「
情
報
公
開
は
も
の
す
ご
く
進
ん
で
い
る
」

と
主
張
し
た
。
都
議
会
自
民
党
は
、
２
０

１
４
年
の
女
性
議
員
へ
の
ヤ
ジ
問
題
で
批

判
的
な
報
道
を
受
け
た
こ
と
を
き
っ
か
け

に
、
控
室
前
の
廊
下
も
含
め
て
マ
ス
メ
デ

ィ
ア
の
出
入
り
を
禁
じ
て
き
た
。
確
か
に

ひ
ど
い
話
だ
が
、
都
民
が
都
民
フ
ァ
ー
ス

ト
に
求
め
て
い
る
の
は
、「
○
○
よ
り
マ

シ
」と
い
っ
た
相
対
的
な
改
革
姿
勢
で
は

な
い
と
思
う
。

自
分
の
言
葉
で
語
れ
な
い 

悔
し
さ
に
じ
ま
せ
る
新
人
も

毎
日
新
聞
が
当
選
し
た
全
都
議
に
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
安
倍
政
権

の
評
価
や
憲
法
改
正
の
賛
否
に
つ
い
て
都

民
フ
ァ
ー
ス
ト
は
55
人
中
50
人
が「
無
回

答
」と
し
、
ほ
と
ん
ど
の
人
が
理
由
を「
都

政
に
専
念
す
る
立
場
で
あ
り
、
国
政
に
つ

い
て
の
コ
メ
ン
ト
は
控
え
る
」と
書
い
て

き
た
。
判
で
押
し
た
よ
う
な
答
え
に
違
和

感
を
覚
え
、
関
係
者
に
疑
問
を
ぶ
つ
け
た

と
こ
ろ
、
党
本
部
が
示
し
た「
回
答
方
針
」

通
り
だ
っ
た
と
分
か
っ
た
。

党
の
方
針
や
思
想
に
一
定
程
度
従
う
こ

と
は
分
か
る
が
、
一
斉
に
口
を
つ
ぐ
む
姿

勢
は
都
民
に
対
し
て
誠
実
で
は
な
い
。
失

言
や
党
内
の
足
並
み
の
乱
れ
を
防
ぎ
た
い

気
持
ち
は
理
解
で
き
る
が
、
自
分
の
言
葉

で
考
え
を
語
れ
な
い
議
員
は
求
め
ら
れ
て

い
な
い
。

「
今
の
メ
デ
ィ
ア
対
応
は
間
違
っ
て
い

る
」。
そ
ん
な
本
音
を
何
人
も
の
都
民
フ

ァ
ー
ス
ト
議
員
か
ら
聞
い
た
。
政
治
経
験

の
な
い
新
人
の
多
く
は
、
各
業
界
の
第
一

線
で
活
躍
し
、
酸
い
も
甘
い
も
か
み
分
け

て
き
た
人
た
ち
だ
。
選
挙
中
に
言
葉
を
交

わ
し
た
時
も
、
聡
明
で
、
自
分
の
考
え
や

実
現
さ
せ
た
い
政
策
な
ど
を
持
っ
て
い
る

人
が
多
い
印
象
だ
っ
た
。
彼
ら
の
魅
力
が

封
じ
込
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
、
も
っ
た

い
な
い
と
心
か
ら
思
う
。
あ
る
新
人
議
員

は「
都
民
が
何
を
求
め
て
僕
ら
に
投
票
し

て
く
れ
た
の
か
は
分
か
っ
て
い
る
。
現
在

の
状
況
を
悔
し
く
思
っ
て
い
る
が
、
も
う

少
し
党
本
部
の
動
き
を
見
極
め
た
い
」と

話
し
て
い
た
。

９
月
に
は
改
選
後
初
の
定
例
議
会
が
始

ま
る
。
質
疑
内
容
な
ど
を
通
じ
て
、
都
民

フ
ァ
ー
ス
ト
だ
け
で
な
く
各
会
派
が
本
当

に
都
民
と
向
き
合
っ
て
仕
事
を
し
て
い
る

の
か
、
取
材
を
続
け
て
い
き
た
い
。

つ
ぶ
ら
や
・
み
あ
き
▼
2
0
0
9
年
入
社
　
北

海
道
支
社
　
千
葉
支
局
を
経
て
　
16
年
か
ら

東
京
本
社
社
会
部
で
都
庁
担
当

都民ファーストの会が改選後に最初の仕事として実施した団体
ヒアリング。来年度予算編成に向けて業界団体の要望を聞くも
のだったが、この1回だけが頭撮りを許された（８月３日／筆者提供）

ワ ーキングプレス� 一線記者の取材リポート
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消費者庁が徳島県庁内に設けた新オフィス（徳島新聞社提供）

地元メディアの視点から� 徳島 発

７
月
24
日
、
徳
島
県
庁
に
消
費
者
庁
の

新
た
な
政
策
立
案
拠
点「
消
費
者
行
政
新

未
来
創
造
オ
フ
ィ
ス
」が
開
設
さ
れ
た
。

政
府
は
今
後
３
年
間
の
オ
フ
ィ
ス
の
実
績

な
ど
を
踏
ま
え
、
消
費
者
庁
の
全
面
移
転

の
可
否
を
判
断
す
る
方
針
で
、
徳
島
県
に

と
っ
て
大
き
な
挑
戦
が
始
ま
っ
た
。

■
移
転
に
後
ろ
向
き
だ
っ
た
消
費
者
庁 

　
結
論
は
先
送
り
に

安
倍
政
権
が
東
京
一
極
集
中
の
是
正
に

向
け
、
地
方
創
生
の
看
板
政
策
に
掲
げ
た

政
府
機
関
の
地
方
移
転
。
消
費
者
庁
を
誘

致
対
象
に
選
ん
だ
理
由
に
つ
い
て
、
県
は

全
国
に
先
駆
け
た
食
の
安
全
・
安
心
へ
の

取
り
組
み
や
消
費
者
大
学
校
の
設
置
な

　
７
月
の
鹿
児
島
県
知
事
選
で
新
人
の

元
テ
レ
ビ
朝
日
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
三み

反た

園ぞ
の

訓さ
と
し

氏（
58
）が
、
４
選
を
め
ざ
し
た
現
職

伊
藤
祐
一
郎
氏（
68
）と
の
一
騎
打
ち
を

制
し
た
。
選
挙
戦
の
取
材
を
通
し
て
、
こ

の
結
果
は
、
三
反
園
氏
が
選
ば
れ
た
と
い

う
よ
り
、
伊
藤
氏
を
選
び
た
く
な
い
と
い

う
有
権
者
の
意
思
表
示
だ
っ
た
の
で
は
な

い
か
、
と
感
じ
て
い
る
。

■
高
ま
っ
て
い
た
現
職
批
判

　
元
総
務
官
僚
の
伊
藤
氏
は
２
０
０
４

年
に
初
当
選
し
、
就
任
時
４
５
１
億
円
あ

っ
た
財
源
不
足
を
11
年
度
か
ら
解
消
す
る

な
ど
安
定
し
た
県
政
運
営
を
展
開
。
選
挙

も
４
人
の
保
守
分
裂
選
と
な
っ
た
04
年
こ

ど
、
消
費
者
行
政
・
教
育
に
力
を
入
れ
て

き
た
点
を
強
調
す
る
。
飯い

い
ず
み
か
も
ん

泉
嘉
門
知
事
は

「
消
費
者
行
政
の
全
国
モ
デ
ル
を
つ
く
っ

て
き
た
。
迎
え
る
に
は
最
適
の
場
所
だ
」

と
意
欲
を
示
す
。

こ
れ
に
対
し
、
全
国
の
消
費
者
団
体
な

ど
は「
移
転
で
行
政
機
能
が
低
下
す
る
」

「
徳
島
の
利
益
を
超
え
る
不
利
益
が
消
費

者
全
体
に
及
ぶ
」と
激
し
く
反
発
。
日
弁

連
や
全
国
消
費
者
団
体
連
絡
会
な
ど
は
移

転
反
対
の
立
場
を
鮮
明
に
し
て
い
る
。

移
転
に
前
向
き
だ
っ
た
元
消
費
者
行
政

担
当
相
・
河
野
太
郎
氏
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ

プ
も
あ
っ
て
、
消
費
者
庁
は
２
０
１
６
年

に
２
回
、
移
転
の
課
題
を
探
る
た
め
の
試

験
業
務
を
徳
島
で
実
施
し
た
。
し
か
し
、

試
験
業
務
を
通
じ
て
あ
ら
わ
に
な
っ
た
の

は
、
河
野
氏
の
考
え
と
は
裏
腹
に
移
転
に

後
ろ
向
き
な
消
費
者
庁
の
姿
勢
だ
っ
た
。

「
官
邸
と
の
連
携
が
必
要
な
場
面
も
あ

り
、
対
応
が
難
し
い
」「
法
執
行
の
対
象
事

業
者
の
７
割
は
東
京
周
辺
に
あ
る
」「
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
面
で
安
全
な
省
庁
共
通

の
シ
ス
テ
ム
が
な
い
」―
。
消
費
者
庁
は

問
題
点
を
列
挙
し
、
移
転
が
い
か
に
困
難

を
伴
う
か
を
強
調
。
そ
の
消
極
姿
勢
に
周

囲
か
ら
は「
移
転
で
き
な
い
理
由
を
探
し

に
来
た
」と
の
声
が
出
る
ほ
ど
だ
っ
た
。

そ
れ
だ
け
に「（
移
転
は
）ゼ
ロ
回
答
に
な

る
の
で
は
」と
の
声
は
県
庁
内
外
に
少
な

く
な
か
っ
た
。

事
態
が
動
い
た
の
は
２
度
目
の
試
験
業

務
の
最
終
日
。
河
野
氏
が
定
例
会
見
で
オ

フ
ィ
ス
の
設
置
を
突
然
表
明
し
た
。
３
年

を
め
ど
に
消
費
者
行
政
・
教
育
の
研
究
を

進
め
、
全
面
移
転
の
可
否
は
オ
フ
ィ
ス
の

実
績
な
ど
を
基
に
判
断
す
る
と
説
明
。
政

府
が
16
年
８
月
末
の
結
論
を
目
指
し
て
い

た
移
転
の
判
断
は
先
送
り
し
た
。

■
全
国
モ
デ
ル
に
な
れ
る
か 

　
消
費
者
行
政
先
進
県
の
真
価
問
わ
れ
る

オ
フ
ィ
ス
の
開
設
で
全
面
移
転
の
実
現

に
望
み
を
つ
な
い
だ
形
だ
が
、
乗
り
越
え

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
ハ
ー
ド
ル
は
高
い
。

政
府
は
３
年
後
の
移
転
判
断
に
つ
い
て
、

今
後
の
徳
島
を
中
心
と
す
る
交
通
・
通
信

網
や
省
庁
共
通
の
テ
レ
ビ
会
議
シ
ス
テ
ム

の
整
備
状
況
を
踏
ま
え
て
行
う
方
針
だ
。

加
え
て
、
オ
フ
ィ
ス
が
消
費
者
行
政
の
発

展
や
地
方
創
生
に
ど
れ
だ
け
貢
献
し
た
か

も
大
き
な
要
素
と
な
る
。

だ
が
、
徳
島
だ
け
で
こ
れ
ら
の
課
題
全

て
に
対
応
で
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
例
え

ば
、
交
通
体
系
の
拡
充
な
ど
は
基
本
的
に

国
全
体
の
施
策
だ
。
最
大
の
課
題
は
、
オ

フ
ィ
ス
が
目
に
見
え
る
実
績
を
上
げ
る
こ

と
だ
が
、
そ
の
た
め
に
は
ま
ず
、
消
費
者

行
政
・
教
育
の
さ
ら
な
る
推
進
と
県
民
や

市
町
村
、
企
業
、
各
団
体
の
理
解
と
協
力

が
不
可
欠
と
な
る
。

食
品
の
産
地
偽
装
を
背
景
に
し
た
全
国

初
の
食
品
表
示
適
正
化
条
例
の
制
定
や
、

食
品
表
示
Ｇ
メ
ン
制
度
の
構
築
な
ど
、
県

は「
消
費
者
行
政
先
進
県
」を
自
負
す
る
。

し
か
し
、
即
座
に
多
く
の
県
民
が
ピ
ン
と

く
る
ほ
ど
の
強
い
イ
メ
ー
ジ
は
な
い
の
が

実
情
だ
。
い
か
に
県
民
の
関
心
を
高
め
、

全
面
移
転
に
向
け
た
機
運
を
醸
成
で
き
る

か
が
鍵
と
な
る
。

オ
フ
ィ
ス
で
は
▽
食
品
ロ
ス
削
減
や
エ

シ
カ
ル（
倫
理
的
）消
費
の
普
及
▽
テ
レ

ワ
ー
ク
な
ど
働
き
方
改
革
の
推
進
―
な
ど

に
取
り
組
む
。
県
は
全
面
的
に
サ
ポ
ー
ト

す
る
構
え
だ
が
、
３
年
間
と
い
う
時
間
的

制
約
の
中
で
全
面
移
転
の
足
掛
か
り
に
で

き
る
か
ど
う
か
。「
消
費
者
行
政
先
進
県
」

の
真
価
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

か
さ
い
・
ひ
で
あ
き
▼
１
９
９
８
年
入
社
　

小
松
島
支
局
　
社
会
部
県
警
担
当
　
高
松
支

社
な
ど
を
経
て
　
２
０
１
５
年
か
ら
政
経

部
　
現
在
　
県
政
担
当

笠井　秀彰
（徳島新聞社）

新・列島報告⓭　徳島市

消費者庁が新拠点を開設
全面移転に挑む３年
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だ
た
だ
ボ
ー
ッ
と
数
日
間
、
避
難
先
の
友

人
の
家
で
空
を
眺
め
て
い
た
。
生
業
が
漁

業
無
線
に
関
わ
る
こ
と
で
あ
っ
た
た
め
、

聞
こ
え
な
く
な
っ
た
防
災
無
線
が
だ
ん
だ

ん
気
に
な
り
、
市
役
所
に
行
っ
て
み
た
。

多
く
の
市
民
が
、
安
否
確
認
の
た
め
壁

に
張
り
出
さ
れ
た
情
報
を
眺
め
て
い
た
。

係
の
人
に
何
人
も
が
、
同
じ
こ
と
を
聞
い

て
い
た
。
流
言
も
聞
こ
え
は
じ
め
、
治
安

の
悪
化
も
心
配
さ
れ
て
い
た
。
情
報
の
共

有
が
全
く
で
き
て
い
な
い
状
況
だ
っ
た
。

■「
ラ
ジ
オ
が
必
要
だ
！
」 

　
被
災
12
日
目
に
開
局

後
に
、
こ
の
ボ
ー
ッ
と
し
て
い
た
数
日

間
の
遅
れ
を
何
度
も
悔
や
む
こ
と
に
な
る

の
だ
が
、「
そ
う
だ
。
ラ
ジ
オ
放
送
を
し

よ
う
」と
ひ
ら
め
い
た
。
若
い
頃
に
、
青

年
会
議
所
の
社
会
開
発
運
動
で
、
放
送
局

を
地
元
に
つ
く
れ
な
い
か
勉
強
し
た
こ
と

を
思
い
出
し
た
の
だ
。

そ
れ
か
ら
は
、
菅
原
市
長
に
会
い
に
行

き
、
国
の
臨
機
の
処
置
に
よ
り「
臨
時
災

害
エ
フ
エ
ム
局
」設
置
の
方
法
が
あ
る
こ

と
を
知
り
、
近
隣
の「
は
っ
と
エ
フ
エ
ム
」

（
登
米
市
）の
支
援
の
も
と
放
送
機
材
を
そ

ろ
え
た
。
気
仙
沼
市
と
の
情
報
連
携
を
定

め
、
ス
タ
ジ
オ
を
設
け
る
べ
く
広
域
消
防

訓
練
棟
の
一
室
も
お
借
り
し
た
。

並
行
し
て
、ス
タ
ッ
フ
を
探
し
始
め
た
。

被
災
前
に
参
加
し
た
イ
ベ
ン
ト
で
知
り
合

被 災地はいま � 東日本大震災から6年6カ月

こ
ん
の
・
た
つ
の
り
▼
昆
野
無
線
代
表
取
締
役
　

2
0
1
6
年
11
月
か
ら
ラ
ヂ
オ
気
仙
沼
代
表
取

締
役

被災地通信�　宮城県気仙沼市

臨時局からコミュニティー局へ
将来見越したまちづくりに

昆野　龍紀（ラヂオ気仙沼）

▶7月から新ロゴで
アピール（筆者提供）

今
日
８
月
６
日
は
み
な
と
祭
り
の
花
火

の
日
だ
。
子
ど
も
の
頃
か
ら
楽
し
み
に
し

て
い
た
。
風
が
強
い
の
で
煙
が
流
さ
れ
、

き
っ
と
き
れ
い
に
見
え
る
だ
ろ
う
。
あ
の

日
か
ら
は
鎮
魂
と
再
生
の
光
だ
。

気
仙
沼
で
は
朝
６
時
と
夜
９
時
に
防
災

無
線
が
時
刻
を
教
え
て
く
れ
る
。
被
災
当

日
、
胸
ま
で
水
に
浸
か
り
逃
げ
て
き
た
家

族
は
、
ス
ピ
ー
カ
ー
か
ら
聞
こ
え
て
き
た

菅
原
茂
気
仙
沼
市
長
の
声
に
、
大
い
に
勇

気
づ
け
ら
れ
た
。し
か
し
、す
ぐ
に
防
災
無

線
は
沈
黙
し
て
し
ま
っ
た
。
バ
ッ
テ
リ
ー

が
な
く
な
り
故
障
し
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

家
も
会
社
も
流
さ
れ
た
私
た
ち
は
、
た

っ
た
仲
間
に
声
を
掛
け
た
。
ア
ナ
ウ
ン
サ

ー
を
お
願
い
し
た
女
性
は
、
試
験
放
送
前

日
に
、
は
っ
と
エ
フ
エ
ム
で
研
修
を
受
け

て
、
次
の
日
に
は
放
送
と
い
う
状
況
だ
っ

た
。
彼
女
は
泊
め
て
も
ら
っ
た
お
宅
で
お

風
呂
に
入
り
、
一
瞬
で
も
日
常
が
戻
っ
た

こ
と
に
涙
が
出
た
、と
後
日
話
し
て
い
た
。

そ
し
て
、
被
災
か
ら
12
日
目
の
２
０
１

１
年
３
月
23
日
に
、
全
員
素
人
の
ラ
ジ
オ

放
送
が
始
ま
っ
た
の
だ
。
い
ざ
始
め
て
み

る
と
、
原
稿
の
地
名
が
難
し
く
て
読
め
な

い
こ
と
が
多
々
あ
っ
た
。
書
き
言
葉
を
話

し
言
葉
に
変
え
る
こ
と
に
も
多
く
の
時
間

を
費
や
し
た
が
、
と
に
か
く
気
仙
沼
市
か

ら
の
正
確
な
情
報
を
放
送
す
る
こ
と
だ
け

を
心
掛
け
た
。

全
員
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
数
週
間
も
放

送
す
れ
ば
混
乱
も
収
ま
る
と
思
っ
て
い
た

が
、
1
カ
月
た
っ
て
も
半
年
た
っ
て
も
、

放
送
す
る
事
柄
が
減
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

■
幸
福
感
あ
ふ
れ
る
放
送
局
へ

あ
れ
か
ら
６
年
が
た
ち
、
今
年
７
月
１

日
、
臨
時
災
害
エ
フ
エ
ム
局
の
免
許
を
返

納
し
、
新
た
に
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
エ
フ
エ

ム
局「
ラ
ヂ
オ
気
仙
沼
」が
誕
生
し
た
。

海
産
物
に
恵
ま
れ
た
地
域
な
の
で
、
新
鮮

で
驚
き
溢
れ
る
話
題
と
お
い
し
い
も
の
を

食
べ
た
時
の
幸
福
感
に
満
た
さ
れ
る
よ
う

な
放
送
局
を
目
指
し
て
、
愛
称
を「
ぎ
ょ

っ
と
エ
フ
エ
ム
」と
し
た
。
市
民
に
親
し

ん
で
も
ら
う
こ
と
が
、
災
害
時
に
ラ
ジ
オ

の
周
波
数
を
合
わ
せ
、
役
に
立
て
る
と
信

じ
て
放
送
し
て
い
る
。

当
初
は
、
復
旧
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
な

の
で
、
元
の
状
態
に
戻
す
こ
と
が
優
先
さ

れ
た
。
し
か
し
今
は
、
同
じ
予
算
を
使
う

な
ら
ば
、
将
来
を
見
越
し
た
ま
ち
づ
く
り

に
使
う
柔
軟
性
が
必
要
と
感
じ
る
。

例
え
ば
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
エ
フ
エ
ム

局
の
設
置
は
ど
う
だ
ろ
う
。
も
し
も
被
災

当
日
に
地
元
に
ラ
ジ
オ
局
が
あ
っ
た
ら
、

避
難
経
路
も
津
波
の
状
況
も
お
知
ら
せ
で

き
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。
地
元
の
情

報
を
乗
せ
て
電
波
は
ど
こ
に
で
も
飛
ん
で

い
く
。
大
事
な
10
日
間
に
何
も
で
き
な
か

っ
た
経
験
か
ら
、
花
火
の
日
に
こ
ん
な
こ

と
を
思
っ
た
。
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授　著書に『コソボ紛争　冷
戦後の国際秩序の危機』（岩
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国
家
間
の
戦
争
や
地
域
紛
争
に
は
、
戦

況
の
構
造
を
変
え
る
ど
ん
で
ん
返
し
の
展

開
が
つ
き
も
の
だ
。
20
数
年
前
、
筆
者
は

特
派
員
と
し
て
旧
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
紛
争

を
取
材
し
て
い
た
。
内
戦
の
連
鎖
に
一
大

転
機
を
も
た
ら
し
た
の
は
、
１
９
９
５
年

８
月
の
ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
軍
総
攻
撃
だ
っ

た
。
実
は
あ
の
時
、
特
ダ
ネ
を
逃
し
て
い

る
。
記
者
時
代
の
苦
い
思
い
出
だ
。
ま
ず

は
、「
書
け
な
か
っ
た
話
」か
ら
―
。

◆「
セ
ル
ビ
ア
掃
討
作
戦
開
始
」 

　
情
報
を
入
手
し
た
が
…

１
９
８
９
年
の「
東
欧
民
主
革
命
」「
ベ

ル
リ
ン
の
壁
」崩
壊
と
相
前
後
し
て
、
日

本
の
多
く
の
報
道
機
関
は
東
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

担
当
支
局
を
オ
ー
ス
ト
リ
ア
の
ウ
ィ
ー
ン

に
開
設
し
た
。
90
年
代
の
東
欧
は
、
冷
戦

終
結
後
の
波
乱
万
丈
の
ド
ラ
マ
に
満
ち
た

舞
台
だ
っ
た
。
筆
者
が
ウ
ィ
ー
ン
駐
在
だ

っ
た
94
～
99
年
の
５
年
間
、
仕
事
の
大
半

は
東
欧
諸
国
へ
の
出
張
。
な
か
で
も
旧
ユ

ー
ゴ
地
域
へ
は
頻
繁
に
行
き
来
し
た
。

91
年
の
ユ
ー
ゴ
ス
ラ
ビ
ア
社
会
主
義
連

邦
共
和
国
の
解
体
後
、
民
族
紛
争
の
惨
禍

は
旧
連
邦
領
内
で
ス
ロ
ベ
ニ
ア
、
ク
ロ
ア

チ
ア
に
続
き
、
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ビ
ナ
へ
飛
び
火
し
て
い
た
。

ウ
ィ
ー
ン
支
局
の
事
務
所
に
い
た
95
年

８
月
３
日
の
昼
下
が
り
の
こ
と
だ
っ
た
。

知
り
合
い
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
が
興
奮
気
味

の
上
ず
っ
た
声
で
電
話
し
て
き
た
。

「
明
日
午
前
５
時
、
ツ
ジ
マ
ン（
当
時

の
ク
ロ
ア
チ
ア
大
統
領
）が
ラ
ジ
オ
演
説

し
、
ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
軍
は
セ
ル
ビ
ア
人

勢
力
地
域
へ
の
一
斉
攻
撃
を
開
始
す
る
ら

し
い
。
間
違
い
な
く
領
土
の
完
全
奪
還
を

目
指
す
大
規
模
な
作
戦
に
な
る
だ
ろ
う
」

伝
え
て
く
れ
た
知
人
は
ク
ロ
ア
チ
ア
政

府
の
内
部
事
情
に
精
通
し
て
い
る
。
ウ
ィ

ー
ン
で
親
し
く
な
っ
て
、
信
頼
で
き
る
人

物
だ
っ
た
。
日
本
の
朝
刊
最
終
版
締
め
切

り
に
は
ま
だ
十
分
間
に
合
う
。
こ
の
時
点

で
欧
米
メ
デ
ィ
ア
も
含
め
、
ど
の
報
道
機

関
か
ら
も
出
て
い
な
い
大
ニ
ュ
ー
ス
だ
。

や
は
り
、
情
報
の
ウ
ラ
取
り
を
し
た
い
。

ク
ロ
ア
チ
ア
の
首
都
ザ
グ
レ
ブ
に
い
れ
ば

と
思
い
な
が
ら
、
ウ
ィ
ー
ン
で
は
な
か
な

か
確
認
で
き
ず
時
間
が
過
ぎ
て
い
っ
た
。

疑
念
も
あ
っ
た
。
確
か
に
ツ
ジ
マ
ン
大

統
領
は
先
に
７
月
29
日
、
政
府
軍
総
攻
撃

の
可
能
性
を
警
告
す
る
声
明
を
出
し
て
い

た
。
し
か
し
、
駆
け
引
き
の
言
葉
が
飛
び

交
う
紛
争
地
域
に
あ
っ
て
、
当
局
の
発
表

を
ど
こ
ま
で
額
面
通
り
受
け
取
る
か
は
判

断
が
難
し
い
。

も
っ
と
気
に
な
っ
た
の
は
、
８
月
４
日

の
各
航
空
会
社
の
ザ
グ
レ
ブ
乗
り
入
れ
便

の
状
況
だ
っ
た
。
外
国
の
航
空
会
社
は
す

べ
て
情
勢
悪
化
の
た
め
ザ
グ
レ
ブ
行
き
便

の
運
航
を
止
め
て
い
る
の
に
、
本
国
の
ク

ロ
ア
チ
ア
航
空
だ
け
通
常
運
航
に
な
っ
て

い
た
。
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き
な
の
か
。

「
作
戦
開
始
は
ま
だ
後
な
の
か
」と
思
う
迷

い
が
あ
っ
た
。
結
局
、
記
事
化
を
見
送
り
、

翌
日
ク
ロ
ア
チ
ア
に
飛
ぶ
こ
と
に
し
た
。

４
日
早
朝
、
ク
ロ
ア
チ
ア
航
空
ザ
グ
レ

ブ
行
き
便
に
乗
る
た
め
、
ウ
ィ
ー
ン
空
港

に
タ
ク
シ
ー
で
向
か
う
途
中
、
携
帯
電
話

に
東
京
本
社
か
ら
連
絡
が
入
っ
た
。「
ク

ロ
ア
チ
ア
政
府
軍
が
総
攻
撃
開
始
」と
い

う
通
信
社
の
第
一
報
。
こ
れ
を
聞
い
て
、

た
だ
地
団
駄
を
踏
む
ば
か
り
。
ザ
グ
レ
ブ

ま
で
空
路
約
50
分
間
。
あ
あ
す
れ
ば
、
こ

う
す
れ
ば
…
と
ず
っ
と
自
問
し
て
い
た
。

後
悔
先
に
立
た
ず
で
あ
る
。

◆
複
雑
な
民
族
紛
争
の
裏
側 

　
分
裂
・
内
戦
の
泥
沼
化

旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
は
、
91
年
に
独
立
し
た

ク
ロ
ア
チ
ア
と
ボ
ス
ニ
ア
・
ヘ
ル
ツ
ェ
ゴ

ビ
ナ
の
各
共
和
国
に
散
在
す
る
セ
ル
ビ
ア

系
住
民
を
セ
ル
ビ
ア
本
国
が
軍
事
支
援
す

る
形
で
長
期
化
し
て
い
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア

旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
、
重
ね
た
現
場
取
材

　
当
事
者
た
ち
の
明
暗
錯
綜
、
終
止
符
に
疑
問

�

町
田

　幸
彦
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で
は
約
40
万
人
の
セ
ル
ビ
ア
人
が
い
て
、

西
部
の
ク
ラ
イ
ナ
地
方
な
ど
国
土
の
３
分

の
１
を
一
時
支
配
し
、「
ク
ラ
イ
ナ
・
セ

ル
ビ
ア
共
和
国
」と
称
し
た
。
ま
た
ボ
ス

ニ
ア
で
も
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
は
領
土
の
最

大
７
割
を
確
保
し
て
、
イ
ス
ラ
ム
教
徒
系

（
旧
ユ
ー
ゴ
連
邦
の
民
族
籍
名
は
ム
ス
リ

マ
ン
。
現
在
は
ボ
シ
ュ
ニ
ヤ
ク
＝
ボ
ス
ニ

ア
人
＝
と
い
う
呼
称
が
使
わ
れ
る
）、
ク

ロ
ア
チ
ア
系
の
各
勢
力
と
戦
闘
を
繰
り
返

し
た
。

こ
れ
ら
３
民
族
は
元
来
、
同
じ
南
ス
ラ

ブ
系
民
族
で
あ
り
、
言
語
も
か
つ
て
は
セ

ル
ボ
・
ク
ロ
ア
チ
ア
語
と
総
称
さ
れ
た
ほ

ど
、
お
互
い
に
十
分
、
意
思
疎
通
で
き
る

間
柄
だ
っ
た
。
ハ
プ
ス
ブ
ル
ク
帝
国
や
オ

ス
マ
ン
・
ト
ル
コ
に
よ
る
占
領
時
代
が
交

錯
す
る
地
域
に
あ
っ
て
、
同
じ
キ
リ
ス
ト

教
で
も
正
教
徒
の
セ
ル
ビ
ア
人
と
カ
ト
リ

ッ
ク
の
ク
ロ
ア
チ
ア
人
と
の
対
立
、
先
祖

が
イ
ス
ラ
ム
教
徒
に
改
宗
し
た
ボ
ス
ニ
ア

住
民
ら
の
孤
立
感
な
ど
、
複
雑
な
歴
史
的

経
緯
が
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
意
識
に
影
を
落

と
し
て
い
る
。
冷
戦
後
の
旧
ユ
ー
ゴ
連
邦

で
民
主
化
の
春
は
各
地
の
民
族
主
義
台
頭

と
な
っ
て
現
れ
、
６
共
和
国
に
分
裂
し
て

紛
争
・
内
戦
の
泥
沼
化
に
及
ん
だ
。

こ
の
間
、
軍
事
力
に
勝
る
セ
ル
ビ
ア
人

勢
力
は
ク
ロ
ア
チ
ア
、
ボ
ス
ニ
ア
の
戦
地

に
あ
っ
て
ほ
ぼ
優
勢
を
保
っ
て
き
た
。
そ

れ
を
完
全
な
劣
勢
に
変
え
る
戦
端
を
開
い

た
の
が
ク
ロ
ア
チ
ア
軍
総
攻
撃
だ
っ
た
。

ザ
グ
レ
ブ
に
入
っ
て
か
ら
、
ク
ロ
ア
チ
ア

お
よ
び
ボ
ス
ニ
ア
の
旧
セ
ル
ビ
ア
人
支
配

地
域
を
ク
ロ
ア
チ
ア
軍
に
同
行
し
て
回
っ

た
。セ

ル
ビ
ア
系
住
民
の
姿
が
消
え
る
の
は

当
初
か
ら
予
想
で
き
た
。
意
外
だ
っ
た
の

は
激
し
い
交
戦
の
跡
が
あ
ま
り
見
ら
れ
な

か
っ
た
こ
と
だ
。
す
な
わ
ち
、
セ
ル
ビ
ア

人
の
各
部
隊
は
応
戦
せ
ず
に
逃
走
し
た
よ

う
だ
っ
た
。
後
年
、
セ
ル
ビ
ア
人
部
隊
の

指
揮
官
の
一
人
は
、
総
攻
撃
の
日
に
は
兵

士
が
一
人
も
い
な
く
な
っ
て
い
た
、
と
回

想
し
て
い
る
。
し
か
も
セ
ル
ビ
ア
と
モ
ン

テ
ネ
グ
ロ
で
つ
く
る
新
ユ
ー
ゴ
連
邦
か
ら

の
援
軍
は
な
か
っ
た
。
追
わ
れ
た
セ
ル
ビ

ア
系
住
民
た
ち
は
一
路
、
セ
ル
ビ
ア
本
国

を
目
指
す
避
難
民
と
な
る
だ
け
だ
っ
た
。

そ
う
い
う
結
末
が
セ
ル
ビ
ア
民
族
主
義
の

最
終
章
だ
っ
た
。

◆
大
セ
ル
ビ
ア
主
義
の
崩
壊 

　
ボ
ス
ニ
ア
の
街
角
に
あ
ふ
れ
た
笑
顔

ク
ロ
ア
チ
ア
政
府
軍
の
掃
討
作
戦
に
よ

り
セ
ル
ビ
ア
人
勢
力
か
ら
解
放
さ
れ
た
ボ

ス
ニ
ア
西
部
ビ
ハ
チ
を
訪
れ
る
と
、
街
角

の
人
々
の
表
情
が
活
気
を
取
り
戻
し
て
い

る
。
東
京
に
送
っ
た
原
稿
に
は
率
直
な
印

象
を
次
の
よ
う
に
書
い
た
。「
み
ん
な
笑

っ
て
い
た
。
記
者
は
、
内
戦
が
始
ま
っ
た

１
９
９
２
年
か
ら
ボ
ス
ニ
ア
各
地
を
訪
れ

た
が
、
こ
ん
な
に
明
る
い
光
景
を
見
た
の

は
初
め
て
だ
」

あ
え
て
心
情
的
描
写
を
書
き
込
ん
だ
。

そ
の
理
由
は
、
な
に
か
大
き
な
流
れ
の
変

化
が
現
場
で
感
じ
ら
れ
て
仕
方
な
か
っ
た

か
ら
だ
。
今
後
、
各
戦
線
で
セ
ル
ビ
ア
の

存
在
が
し
ぼ
ん
で
い
く
予
感
で
も
あ
っ

た
。
大
セ
ル
ビ
ア
主
義
を
鼓
舞
し
た
ミ
ロ

シ
ェ
ビ
ッ
チ
強
権
体
制
は
既
に
本
国
で
疲

弊
し
始
め
て
い
た
。

そ
れ
に
し
て
も
ク
ロ
ア
チ
ア
軍
の
大
攻

勢
の
勝
因
は
何
だ
っ
た
の
か
。
明
ら
か
に

戦
闘
能
力
は
増
強
さ
れ
て
い
た
。
ザ
グ
レ

ブ
に
戻
っ
て
会
っ
た
国
防
省
首
脳
は
あ
っ

さ
り
と
認
め
た
。「
米
国
は
今
回
の
軍
事

作
戦
に
参
加
し
て
い
な
い
。
だ
が
、
わ
れ

わ
れ
が（
米
国
の
）民
間
軍
事
会
社
の
協

力
助
言
を
得
て
い
る
の
は
事
実
だ
」

民
間
軍
事
会
社
の
関
与
が
あ
っ
た
こ
と

は
極
め
て
重
要
だ
。
旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
は
、

民
間
軍
事
会
社
が
本
格
的
に（
舞
台
裏
に

せ
よ
）活
動
し
始
め
た
戦
争
と
し
て
記
憶

さ
れ
る
べ
き
だ
ろ
う
。

◆
ボ
ス
ニ
ア
和
平 

　
コ
ソ
ボ
独
立
が
残
し
た
も
の

ク
ロ
ア
チ
ア
で
の
取
材
を
終
え
て
８
月

下
旬
、
セ
ル
ビ
ア
南
部
コ
ソ
ボ
自
治
州

（
当
時
）に
行
っ
た
。
ク
ロ
ア
チ
ア
か
ら
脱

出
し
た
セ
ル
ビ
ア
人
避
難
民
の
一
部
約
６

０
０
０
人
は
セ
ル
ビ
ア
本
国
政
府
に
よ
り

コ
ソ
ボ
に
移
住
さ
せ
ら
れ
て
い
た
。
人
口

（
約
１
５
０
万
人
）の
９
割
を
ア
ル
バ
ニ
ア

系
住
民
が
占
め
る
コ
ソ
ボ
は
、
１
９
８
０

年
代
か
ら
旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
の
予
兆
と
な
っ

た
地
域
だ
。
コ
ソ
ボ
分
離
独
立
を
訴
え
る

ア
ル
バ
ニ
ア
系
団
体
幹
部
は「
セ
ル
ビ
ア

化
を
図
る
試
み
」と
猛
反
発
し
た
。

一
方
、
再
び
民
族
対
立
の
は
ざ
ま
に
投

げ
出
さ
れ
た
避
難
民
の
人
々
は
セ
ル
ビ
ア

の
一
国
民
と
し
て
や
り
直
せ
る
と
思
い
き

や
、「
難
民
」と
し
て
認
定
す
る
だ
け
の

行
政
措
置
に
耐
え
て
い
た
。
65
歳
の
避
難

民
で
右
足
の
不
自
由
な
男
性
は「
物
乞
い

に
な
ら
な
く
て
済
む
だ
け
、
感
謝
し
て
い

る
」と
語
り
、
筆
者
の
前
で
泣
き
崩
れ
た
。

ク
ロ
ア
チ
ア
の
領
土
完
全
回
復
に
続
い

て
、
95
年
12
月
に
は
ボ
ス
ニ
ア
和
平
協
定

が
調
印
さ
れ
た
が
、
旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
に
は

コ
ソ
ボ
と
い
う
起
点
が
残
っ
て
い
た
。
99

年
に
セ
ル
ビ
ア
治
安
部
隊
と
コ
ソ
ボ
解
放

軍
と
の
軍
事
衝
突
を
き
っ
か
け
に
、
北
大

西
洋
条
約
機
構（
Ｎ
Ａ
Ｔ
Ｏ
）は
対
セ
ル

ビ
ア
懲
罰
の
軍
事
介
入
を
進
め
、
78
日
間

に
及
ぶ
空
爆
を
セ
ル
ビ
ア
、
モ
ン
テ
ネ
グ

ロ
の
各
地
に
強
行
し
た
。
そ
の
後
、
ミ
ロ

シ
ェ
ビ
ッ
チ
政
権
崩
壊
、
コ
ソ
ボ
の
独
立

宣
言
と
相
次
い
だ
。

で
は
、
旧
ユ
ー
ゴ
紛
争
は
終
止
符
を
打

っ
て
い
る
の
か
。
そ
う
断
言
で
き
る
自
信

は
筆
者
に
は
な
い
。
慎
重
居
士
の
悪
弊
か

も
し
れ
な
い
が
。
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リレーエッセ ー

「
不
死
鳥
の
男
」と
呼
ば
れ
た

ヤ
ー
セ
ル
・
ア
ラ
フ
ァ
ト
Ｐ
Ｌ
Ｏ
議
長

川
村

　晃
司（
テ
レ
ビ
朝
日
）

て
、
日
本
人
記
者
と
し
て
は
幸
運
に
も
チ

ュ
ニ
ス
で
３
回
、
バ
グ
ダ
ッ
ド
で
２
回
、

カ
イ
ロ
で
１
回
、東
京
で
１
回
の
計
７
回
、

ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
と
単
独
会
見
を
行
う
機

会
に
恵
ま
れ
た
。
議
長
と
の
会
見
は
、
チ

ュ
ニ
ス
ヒ
ル
ト
ン
ホ
テ
ル
に
深
夜
２
時
す

ぎ
に
か
か
っ
て
き
た
電
話
で
起
こ
さ
れ

て
、
Ｐ
Ｌ
Ｏ
本
部
に
駆
け
つ
け
た
り
、
朝

食
時
に
カ
イ
ロ
の
大
統
領
官
邸
で
急
き
ょ

開
か
れ
る
な
ど
、
い
つ
呼
び
出
さ
れ
る
か

全
く
予
測
が
つ
か
な
い
中
で
行
わ
れ
る
こ

と
が
多
か
っ
た
。

議
長
の
癖
で
、
彼
の
体
調
と
機
嫌
の
良

い
時
に
は
、
会
見
の
前
に
独
特
の「
ア
ラ

フ
ァ
ト
ポ
ー
ズ
」で
左
手
を
カ
メ
ラ
の
前

に
向
け
て「
カ
ム
・
オ
ン
」
と
発
し
た
。

常
に
拳
銃
を
右
腰
に
携
帯
し
て
い
た
た
め

か
、
右
手
を
挙
げ
て
迎
え
ら
れ
た
こ
と
は

な
か
っ
た
。
会
見
中
、
私
が
パ
レ
ス
チ
ナ

内
部
抗
争
な
ど
、
議
長
の
好
ま
な
い
質
問

を
す
る
と
、
必
ず
パ
レ
ス
チ
ナ
の
苦
難
の

歴
史
を
強
調
し
、
具
体
的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド

を
交
え
て
自
分
の
ペ
ー
ス
に
持
ち
込
む
の

で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
が「
ノ
ー

コ
メ
ン
ト
」を
発
し
た
こ
と
が
１
度
だ
け

あ
っ
た
。
89
年
２
月
、
カ
イ
ロ
で
の
会
見

で
、
私
が
当
時
得
た
情
報
を
も
と
に
中
東

で
活
動
し
て
い
た「
日
本
赤
軍
」と
パ
レ

ス
チ
ナ
解
放
運
動
グ
ル
ー
プ
と
の
資
金
的

な
関
係
に
つ
い
て
質
し
た
時
だ
。
間
髪
を

入
れ
ず
に
私
の
顔
を
見
つ
め
な
が
ら
、「
ノ

ー
コ
メ
ン
ト
」の
答
え
が
返
っ
て
き
た
。

「
知
ら
な
い
」と
は
言
い
た
く
な
か
っ
た

の
か
、
肯
定
も
否
定
も
せ
ず
、
議
長
に
は

珍
し
い
一
言
で
あ
っ
た
。

こ
の
問
い
に
つ
い
て
は
、
私
は
シ
リ
ア

の
ダ
マ
ス
カ
ス
で
Ｐ
Ｆ
Ｌ
Ｐ（
パ
レ
ス
チ

ナ
解
放
人
民
戦
線
）の
ハ
バ
シ
ュ
議
長
と

の
会
見
で
も
、「
日
本
赤
軍
」の
メ
ン
バ

ー
と
交
流
の
あ
っ
た
ハ
バ
シ
ュ
氏
に
質
し

た
。
こ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
前
に
ハ
バ
シ

ュ
議
長
の
秘
書
か
ら「
日
本
赤
軍
の
話

は
聞
か
な
い
で
ほ
し
い
」と
言
わ
れ
て

い
た
が
、
質
疑
が
一
段
落
し
た
時
、「
と

こ
ろ
で
、日
本
赤
軍
の
動
向
で
す
が
…
」

と
切
り
出
し
た
途
端
、
そ
れ
ま
で
の
医

師
ら
し
い
冷
静
な
答
え
か
ら
一
転
、
声

高
く「
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
」の
答
え
が
私

の
耳
に
響
い
た
。
こ
の
時
、
指
導
者
の

「
ノ
ー
コ
メ
ン
ト
」
は
往
々
に
し
て
、

取
材
記
者
の
情
報
を
肯
定
す
る
傾
向
が

強
い
こ
と
を
、
私
は
確
証
し
た
。

最
後
に
ア
ラ
フ
ァ
ト
議
長
に
会
っ
た

の
は
、
オ
ス
ロ
合
意
が
評
価
さ
れ
ノ
ー

ベ
ル
平
和
賞
受
賞（
94
年
）後
、
政
府

招
待
で
96
年
に
訪
日
し
た
時
だ
。

パ
レ
ス
チ
ナ
自
治
政
府
初
代
大
統
領

に
就
任（
96
年
１
月
）し
た
ば
か
り
の

ア
ラ
フ
ァ
ト
大
統
領
は
、
外
務
省
で
再

会
し
た
私
に「
湾
岸
戦
争
後
の
展
開
と

成
果
」を
語
っ
た
。
握
手
し
た
右
手
は

以
前
よ
り
も
力
が
衰
え
て
い
た
が
、
幾

多
の
暗
殺
危
機
を
、
そ
の
都
度
乗
り
越

え
て
き
た
男
の
余
熱
が
伝
わ
っ
て
き

た
。
不
死
鳥
の
男
が
絶
頂
の
時
を
日
本

で
迎
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

（
か
わ
む
ら
・
こ
う
じ
　
コ
メ
ン
テ
ー
タ
ー
）

次
号
は
小
田
敏
三
さ
ん（
新
潟
日
報

社
）に
バ
ト
ン
が
渡
り
ま
す
。

「
私
は
こ
の
場
所
に
平
和
の
象
徴
で

あ
る
オ
リ
ー
ブ
と
闘
争
の
象
徴
で
あ
る

拳
銃
を
持
っ
て
き
た
。
ど
う
か
私
の
手

か
ら
オ
リ
ー
ブ
を
落
と
さ
せ
な
い
で
ほ

し
い
」と
国
連
総
会
で
演
説
し
た
男
、

ヤ
ー
セ
ル
・
ア
ラ
フ
ァ
ト
・
パ
レ
ス
チ

ナ
解
放
機
構（
Ｐ
Ｌ
０
）議
長
に
、
カ

イ
ロ
で
会
見
し
た
時
だ
。「
カ
イ
ロ
の

街
は
好
き
で
す
か
？
」と
の
問
い
に
、

「
カ
イ
ロ
は
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
よ
う
な

街
だ
」と
答
え
た
。
そ
の
後
、
１
９
８

９
年
の
来
日
時
、『
ニ
ュ
ー
ス
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
』
の
会
見
で「
東
京
の
印
象

は
？
」と
聞
く
と
、「
カ
イ
ロ
の
街
の

よ
う
だ
」と
の
答
え
で
あ
っ
た
。

不
死
鳥
の
男
と
呼
ば
れ
た
ア
ラ
フ
ァ

ト
議
長
に
と
っ
て「
カ
イ
ロ
」「
東
京
」

「
ニ
ュ
―
ヨ
ー
ク
」の
３
都
市
は
、
高

層
ビ
ル
に
囲
ま
れ
た〝
カ
オ
ス
〟の
渦

巻
く
街
と
し
て
共
通
し
た
感
じ
を
持
っ

た
よ
う
だ
っ
た
。

私
は
１
９
８
６
年
か
ら
91
年
に
か
け

単独会見を終えてアラファト議長と握手
（１９８９年2月／カイロ／筆者提供）
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■
Ｉ
Ｔ
講
座
２
０
１
７

第
６
回
：
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ
入
門
②

７
・
27（
木
）講
師
：
副
島
晋
・
Ｎ
Ｈ
Ｋ
報
道

局
ネ
ッ
ト
報
道
部
／
出
席
：
19
人

◎
Ｉ
Ｔ
力
を
高
め
る「
き
っ
か
け
」に

「
世
田
谷
区
内
に
あ
る
全
駅
２
㌔
圏
内

の
土
地
の
平
均
価
格
を
計
算
・
比
較
す
る
」

と
い
う
の
が
今
回
の
目
的
だ
っ
た
。
こ
れ

ま
で
の
講
義
で
学
ん
で
き
た
Ｑ
Ｇ
Ｉ
Ｓ

（
地
理
情
報
シ
ス
テ
ム
ソ
フ
ト
）の
応
用
編

と
い
う
べ
き
内
容
だ
。

講
座
資
料
通
り
に
進
め
る
と
、
地
図
と

路
線
図
の
重
ね
合
わ
せ
、
世
田
谷
区
だ
け

の
切
り
抜
き
、
重
複
の
排
除（
異
な
る
路

線
の
同
名
駅
を
１
つ
に
ま
と
め
る
）、
各

駅
か
ら
半
径
２
㌔
圏
内
の
円
の
作
成
、
円

が
包
含
す
る
地
価
ポ
イ
ン
ト
の
抽
出
、
と

い
う
と
こ
ろ
ま
で
た
ど
り
着
い
た
。
最
後

の
集
計
の
部
分
だ
け
講
義
中
に
達
成
で
き

ず
、
持
ち
帰
っ
て
後
日
、
個
人
的
に
取
り

組
み
、
遅
れ
ば
せ
な
が
ら
完
成
さ
せ
る
こ

と
が
で
き
た
。

７
月
ま
で
の
一
学
期
は
新
た
な
発
見
ば

か
り
だ
っ
た
。
期
間
中
に
学
ん
だ
こ
と
を

「
き
っ
か
け
」に
、
関
連
書
籍
を
読
む
な

ど
し
、
さ
ら
な
る
Ｉ
Ｔ
知
識
・
技
能
を
高

め
て
い
く
こ
と
が
必
要
だ
と
感
じ
た
。

講
座
に
関
わ
っ
た
全
て
の
皆
さ
ま
、
最

初
の
学
期
、本
当
に
お
疲
れ
さ
ま
で
し
た
。

そ
し
て
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

日
刊
ス
ポ
ー
ツ
新
聞
社
編
集
局
整
理
部

佐
藤
　
善
也

記 者ゼミ　通算78回／会員の著書

■
お
知
ら
せ
　
第
５
期
記
者
ゼ
ミ
は
９
月

下
旬
か
ら
再
開
し
ま
す
。
両
講
座
と
も
、

日
頃
の
報
道
活
動
に
役
立
つ
た
め
に「
わ

か
り
や
す
い
」内
容
と「
身
に
つ
け
や
す

い
」テ
ク
ニ
ッ
ク
を
学
ぶ
こ
と
を
目
指
し

て
い
ま
す
。
当
面
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
紹
介

し
ま
す
。
い
ず
れ
も
木
曜
日
午
後
６
時
か

ら
、
ク
ラ
ブ
会
見
場
で
。

【
Ｉ
Ｔ
講
座
２
０
１
７
】▼
第
７
回
＝
取
材

先
で
配
布
さ
れ
る
文
書
を
即
活
用
で
き
る

「
自
動
文
字
起
こ
し
」ツ
ー
ル（
９
・
28
）

▼
第
８
回
＝
自
分
だ
け
の
デ
ー
タ
を
継
続

的
に
集
め
、
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
す
る「
ス

ク
レ
イ
ピ
ン
グ
」（
10
・
12
）▼
第
９
～
11

回
＝
い
ま
や
学
生
で
も
使
っ
て
い
る
フ
リ

ー
の
統
計
ソ
フ
ト「
Ｒ
」＝
①（
10
・
26
）

②（
11
・
９
）③（
11
・
22
※
こ
の
回
だ
け

水
曜
）

【
誰
で
も
調
査
報
道
】▼
第
７
回
＝
情
報
公

開
制
度
を
使
う
調
査
報
道
の
可
能
性
と
限

界
を
探
る「
情
報
公
開
と
公
開
情
報
③
」

（
９
・
21
）▼
第
８
～
10
回
＝
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
報

道
実
例
に
即
し
た
テ
ク
ニ
ッ
ク
と
エ
ク
サ

サ
イ
ズ
の
シ
リ
ー
ズ
＝
①
必
要
な
３
＋
α

（
10
・
５
）②
デ
ー
タ
が
な
い
時
ど
う
す

る
？
（
10
・
19
）③
内
部
告
発
受
け
た
机

上
練
習（
11
・
２
）▼
第
11
回
＝
失
敗
に

学
ぶ（
11
・
16
）

＊
受
講
申
し
込
み
は
、
講
座
名
を
明
記
し

て
事
務
局（sem

inar@
jnpc.or.jp

）ま
で
。

橋
場
義
之
・
特
別
企
画
委
員

■
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
た
め
の
世
界
情

勢
を
読
み
解
く
10
の
視
点
　
ベ
ル
リ
ン

の
壁
か
ら
メ
キ
シ
コ
の
壁
へ

森
　
千
春
（
読
売
新
聞
東
京
本
社
論
説
委
員
）

■
男
女
平
等
は
進
化
し
た
か
　
男
女
共
同
参

画
基
本
計
画
の
策
定
、施
策
の
監
視
か
ら

鹿
嶋
　
敬

（一般
財
団
法
人
女
性
労
働
協
会
会
長
・
日
本
経
済
新
聞
出
身
）

■
メ
デ
ィ
ア
の
驕
り

廣
淵
　
升
彦
（
元
テ
レ
ビ
朝
日
報
道
制
作
部
長
）

若
者
に
役
立
つ「
昔
話
」��

記
者
に
と
っ
て

大
事
件
を
取
材
し
た
体
験
は
貴
重
な
財
産

だ
が
、
若
者
は
往
々
に
し
て
興
味
を
持
っ

て
く
れ
な
い
。

過
去
の
出
来
事
か
ら
今
日
で
も
役
立
つ

教
訓
を
引
き
出
し
た
。
世
界
を
読
む
視
点

の
一
例
。「
激
動
期
に
こ
そ
各
国
の
性
格

が
現
れ
る
」。
現
場
で
取
材
し
た「
ベ
ル

リ
ン
の
壁
」崩
壊
に
立
ち
返
っ
て
、
ド
イ

ツ
に
つ
い
て
考
察
し
た
。扱
っ
た
地
域
は
、

欧
州
、
米
国
、
朝
鮮
半
島
、
中
東
、
ロ
シ

ア
、
中
国
、
日
本
と
広
い
。
管
見
を
補
う

べ
く
、
優
れ
た

専
門
家
の
意
見

を
紹
介
し
た
。

ディスカヴァー・トゥエ
ンティワン　１９４４円

マ
イ
B
O
O
K�

マ
イ
P
R

初
め
て
聞
く
話
で
語
る「
世
界
」　「
ず
い

ぶ
ん
き
つ
そ
う
な
タ
イ
ト
ル
だ
ね
。
き
っ

と
難
解
な
ん
だ
ろ
う
？
」と
お
思
い
か
も

し
れ
な
い
。
で
も
目
次
を
見
れ
ば
、
そ
の

ご
心
配
は
吹
っ
飛
ぶ
。「
カ
ス
バ
の
女
」が

狂
わ
す
距
離
感
、
キ
ャ
ス
タ
ー
の
頭
上
の

雪
、無
知
か
ら
出
た『
ベ
ニ
ス
の
商
人
』＝

悪
人
論
、
と
い
っ
た
も
の
だ
。
多
く
の
読

者
か
ら「
初
め
て
聞
く
話
だ
」「
世
界
が
よ

り
は
っ
き
り
見
え
て
く
る
」と
い
っ
た
反

応
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
近
ご
ろ
の
情
緒

的
す
ぎ
る
一
部
の
メ
デ
ィ
ア
の
危
う
さ
を

突
き
、
平
和
の
た
め
に
は「
知
力
が
要
る
」

と
い
う
当
た
り
前
の
こ
と
を
実
例
を
挙
げ

て
語
っ
た
つ
も

り
だ
。

固
定
的
性
別
役
割
分
担
意
識
の
解
消
こ
そ

　
男
女
共
同
参
画
基
本
計
画
の
策
定
に
は

20
年
近
く
関
わ
り
、
ま
た
政
府
の
政
策
会

議
、
男
女
共
同
参
画
会
議
の
議
員
や
男
女

共
同
参
画
行
政
を
監
視
す
る
専
門
調
査
会

会
長
等
も
長
く
務
め
て
き
た
。
そ
の
体
験

を
も
と
に
男
女
平
等
が
進
化
し
た
の
か
ど

う
か
を
考
察
し
た
も
の
。

女
性
の
活
躍
推
進
が
主
流
化
し
て
い
る

な
か
、
男
女
共
同
参
画
と
は
ど
ん
な
関
係

な
の
か
、
結
局
何
が
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
か
等
に
メ
ス
を
入
れ
た
。
浮
上
し

た
の
は
古
く
て
新
し
い
難
問
、
固
定
的
性

別
役
割
分
担
意

識
の
解
消
問
題

だ
っ
た
。

新曜社
３８８８円

新潮新書
８４２円
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　地球も人類も悲鳴を上げている。こ
んな状態で子どもたちに明るい未来を
残せるのか？　未来を切り開くベンチ
ャー企業に賭けてみることにした。

板
いた

井
い

　俊
しゅん

二
じ

1980年日本経済新聞入社。産業部、
テレビ東京、日経CNBC、日本BS
放送執行役員報道局長など。現在、
コスモバイタル取締役管理本部長。

　毎年世界の辺地へ凧揚げ旅行。帰国
すると各社から同じ質問をされてうん
ざり。その心を思い出しながら次は取
材する側に戻りたい。

倉
くら

嶋
しま

　康
やすし

1955年毎日新聞入社。社会部内政
キャップ、松本支局長、長野支局長、
東京本社編集委員などを務めた。

　新聞社からネットメディアに移って
2年近くになりますが、なお、さまざ
まに模索中です。

杉
すぎ

浦
うら

　信
のぶ

之
ゆき

1981年朝日新聞入社。欧州特派員、
GLOBE編集長、報道局長、編集担
当などを務め2015年退社。現在、
ジェイ・キャスト専務取締役。

　取材の醍醐味は歴史的イベントに立
ちあえること、誰にでも会えること、
どこにでも行けること。NO�FAKE！
NO�HATE！ NO�FLATTERYで取材を
続けます。

倉
くら

澤
さわ

　治
はる

雄
お

1980年日本テレビ入社。北京支局
長、経済部長、政治部長、報道局
解説主幹などを務め2012年退社。
現在、Bee Media LLC。

　朝日新聞社の常務取締役･大阪本社代
表を６月に退任し、顧問に就きました。
経済記者に戻り、勉強いたします。ご
教示ください。

後
ご

藤
とう

　尚
ひさ

雄
お

1976年朝日新聞入社。常務取締役
大阪本社代表など。現在、同社顧問、

（公財）日本対がん協会理事長。

　随所でパラダイム・シフトが変調を
来たしつつある今、果たしてメディア
の世界は―。そんな興味から復帰する
ことにしました。

戸
と

田
だ

　孝
たかし

1962年読売新聞入社。地方部、社
会部次長、調査研究本部主任研究
員（部長待遇）などを務め2000年退
社。

　人の言葉には、さまざまなドラマが
眠っています。これから、どんな方に
時代を語っていただけるか、楽しみで
す。葛藤？対立？苦悩？

持
もち

永
なが

　秀
ひで

樹
き

1976年日本経済新聞入社。整理部、
西部支社、テレビ東京報道局、日
経CNBC、日経映像、テレビ愛知
など。現在、日本経済新聞顧問。

　組織を離れて生の情報に接する機会
が少ないのを実感しています。内外の
多様な会見に期待します。

秋
あき

山
やま

　秀
ひで

樹
き 1975年NHK入局。ソウル支局長、
国際放送局チーフ・プロデューサー
などを務め2007年からNHKエン
タープライズ。専務・国際事業セ
ン タ ー長、特別経営主幹な ど。
2017年２月退社。

　共同通信時代の仕事のテーマを一言
で言えば「戦争と平和」だったか。60歳
を機に退職、フリーランスを始めたば
かりの感想は「気楽で大変」です。

石
いし

山
やま

永
えい

一
いち

郎
ろう

1982年共同通信入社。マニラ支局
長、ワシントン特派員、編集委員
などを務め2017年７月退社。

新しいOB会員

情報発信
　クラブ施設では会員による各種の会合が行われています。
企業や大使館などの賛助会員も記者発表の場としてクラブ
を利用しています。

■JCJ賞贈賞式　主催：日本ジャーナリスト会議
　年間の優れたジャーナリズム活動・作品を選
定して「JCJ賞」を贈っている。60回目の今年は、
大賞に朝日新聞取材班（「森友学園」への国有地
売却と「加計学園」獣医学部新設をめぐるスクー
プと一連の報道）が選ばれた。
　そのほか４件の受賞は日本ジャーナリスト会
議のウェブサイトで見ることができる。（8.19　
10階ホール）

■第69回正倉院展　記者発表会
　奈良国立博物館で10月28日（土）から11月13日
（月）まで開催される展覧会の記者発表。松本伸
之・同博物館長らが出席し、出展作品の紹介な
どを行った。（8.28　10階ホール）

■放送人政治懇話会
　テレビ・ラジオ局の現役・OBらによる定例の
勉強会。玉木雄一郎・民進党幹事長代理（8.21）、
林芳正・文科相（8.30）を招いた。

特別講演会開催のお知らせ
　公益財団法人新聞通信調査会（理事長・西沢
豊）は10月11日（水）、政治学者の姜尚中氏を講
師に招いて、「ポスト・トゥルース（真実）の時
代にどう生きるか～メディアの役割は？」とい
う演題で特別講演会を開催します。入場無料、
事前登録不要。日時、場所などは以下の通りで
す。
【日時】10月11日（水）午後1時30分～3時（講演
1時間、質疑応答30分）、開場は午後1時
【会場】時事通信ホール（東京都中央区銀座5－
15－8）
【問い合わせ】（公財）新聞通信調査会（03-3593-
1081/chosakai@helen.ocn.ne.jp）
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⃝和食レストラン（9階）   ☎3503‒2723
⃝洋食レストラン（10階）   ☎3503‒2766
⃝貸室予約、宴会打ち合わせ   ☎3503‒2724
⃝受　　付   ☎3503‒2721

⃝会員事務   ☎3503‒2727
⃝経　　理   ☎3503‒2728
⃝クラブ行事への申し込み   ☎3503‒2722
⃝ 会見申し込みアドレス   kaiken@jnpc.or.jp

会報委員会

会員現況 ⃝法人会員：133社　⃝基本会員：744人　⃝個人会員：1,262人
⃝法人・個人賛助会員：62社・137人　⃝特別賛助会員：103人
⃝名誉・功労会員：11人　⃝学生会員：120人 計：195社・2,377人

クラブの電話　ダイヤルイン

９月からビール価格を改定
　6月に施行された酒税法改正を受け、ビール
の小売価格が値上がりしています。行き過ぎた
安売りに歯止めをかけることが目的とされてい
ますが、そのあおりを受けて飲食店でも値上げ
をしていることが報道されています。
　飲食サービスを委託しているアラスカも例外
ではなく、仕入れ価格が上昇しました。値上げ
前に可能な限りの在庫を抱えることで、暑いビ
ールの季節に対応しましたが、いよいよ底をつ
いてしまいました。やむを得ず9月1日から下
記のように、仕入れ価格の上昇分である10％を
料金に反映させていただきました。
　ビール党の皆さんには申し訳ありませんが、
ご理解ください。
生ビール：486円（改定前）→534円（改定後）
ビール小瓶：313円（改定前）→344円（改定後）
� ※いずれも税込み

貸室空き状況はウェブで確認できます

　すでにご案内のとおり、リニューアルした日
本記者クラブのウェブサイトで貸室（9階小・
大会議室、会見場、10階ホール）の空き状況を
確認できるようになりました。
　ウェブサイトのトップページ上部にある「施
設利用案内」から「空室確認」を選ぶと、各部屋
の空き状況が表示されます。カレンダーのアイ
コンで日付を選択し、希望日をご確認ください。
予約は1年先まで参照できます。
　利用申し込みはこれまでどおり、ラウンジの
受付、または電話（03-3503-2724）で承ります。

ゴルフ会　参加者大募集中
　秋のゴルフ会を下記の要領で開催します。初
参加も大歓迎、ふるってご参加ください。
■日時　10月17日（火）午前8時15分集合
■コース　相模湖カントリークラブ（神奈川県
相模原市）
■競技　18ホール　ストロークプレー（ハンデ
ィキャップ制）
■賞品　優勝者には優勝カップとノルウェー産
サーモン1尾を贈ります。その他にも賞品を
多数用意するほか、全員にもれなく参加賞を
用意します。
■会費　4,000円（プレー代は約14,000円）
　参加ご希望の方は事務局の河野（03-3503-2764）
　までご連絡ください。

会費の支払い「自動引き落とし」の手続きを

　個人ABCD会員と特別賛助会員の会費は、「預
金口座振替（自動引き落とし）」でのお支払いを
お願いしています。振込手数料がかからず便利
です。手続きについては会員事務担当（03-3503-
2727）にご連絡ください。

＜法人会員代表変更＞
日本農業新聞
　穴久保光雄代表取締役社長（旧・日向志郎氏）

＜訃報＞
　榊原博行会員（産経新聞出身、81歳）が8月9日
死去されました。謹んでお悔やみ申しあげます。

今後の行事予定（9/4現在）

19㊋ 15：00 ～ 16：15　9階会見場
会見　アミラ・ハス・イスラエル人ジャーナリスト

20㊌ 15：00 ～ 16：00　10階ホール
会見　河野洋平・元衆院議長

22㊎ 15：00 ～ 16：00　10階ホール
会見　木内登英・前日銀政策委員会審議委員

25㊊
10：00 ～ 11：30　10階ホール
会見　ハンス・カール・フォン・ヴェアテルン・駐日ド
イツ大使

28㊍ 15：40 ～ 16：40　10階ホール
会見　小池百合子・東京都知事

予約電話　和食 3503‒2723　洋食 3503‒2766・2731

和食　長月懐石（11/2まで）

　先付：秋刀魚寿司、衣かつぎ　お椀：土瓶蒸し
造り：三点盛り　焼物：魳雲丹焼き　煮物：山菜
豆腐　揚物：きのこ天ぷら（松茸、舞茸ほか）　食
事：松茸ご飯　水菓子：季節の果物　グラス冷酒
付き（5,400円）� （板長：大井由光）

洋食　季節のコース（11/4まで）

　ノルウェーサーモンのサラダ仕立て、いろいろ
きのこ入りコンソメスープ、シェフ特製タンシチ
ュー・秋の温野菜添え、クープドマロン、パン、
コーヒー付き（3,564円）。ランチ、ディナー（土曜
日はランチのみ9階レストラン）ともにご利用いた
だけます。� （シェフ：黒須修一）

レストラン＊価格は全て税込みです

●羽田孜元首相の会見音声を公開しています
　8月28日に82歳で死去した羽田孜氏は首相だ
った1994年5月、クラブで会見しています。こ
のときの羽田氏の肉声を聴くことができます。

■音声アーカイブ 重要会見の音声録音

http://www.jnpc.or.jp/HP更新情報

委員長＝小林　毅
委　員＝梅原　季哉　大寺　廣幸　勝沼　直子
　　　　草間　嘉幸　小池　敏夫　河野　博子
　　　　仙石　伸也　高橋　雅哉　長友佐波子
　　　　吉岡　政道

（事務局：本庄五月　青山幹史）

☎03‒3503‒2754　FAX 03‒3503‒7271
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撮影：山
やま

内
うち

　大
ひろ

輝
き

（共同通信社写真部）

コインランドリーで洗濯物を乾かす女性。経営会社によれば、悪天候の影響で例年の８月に比べ、
６割以上も売り上げを伸ばしている店舗もあるという＝８月17日、東京都渋谷区

写 真 回 廊

　
す
る
り
と
夏
が
過
ぎ
去
っ
て
い
く
こ
の
時
期
、
毎
年
の
こ
と
な

が
ら
何
か
忘
れ
物
を
し
た
よ
う
な
気
に
な
る
。
小
学
生
だ
っ
た

頃
、
２
学
期
が
始
ま
っ
て
も
授
業
中
に
草
い
き
れ
や
プ
ー
ル
の
匂

い
が
鼻
孔
に
よ
み
が
え
っ
て
き
た
し
、
夏
休
み
中
の
が
ら
ん
と
し

た
校
舎
の
非
日
常
的
な
風
景
が
幻
の
よ
う
に
思
い
出
さ
れ
た
も
の

だ
。
遊
び
足
り
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
今
年
の
夏
、
東
京
都
心
部
で
は
８
月
１
日
か
ら
21
日
連
続
で
降

雨
が
観
測
さ
れ
た
。
８
月
と
し
て
は
、
１
９
７
７
年
の
22
日
連
続

に
次
ぐ
記
録
だ
そ
う
だ
。
40
年
前
の
そ
の
年
、
筆
者
は
記
者
と
し

て
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
１
年
目
は
内
勤
で
デ
ス
ク
に
縛
り
付
け

ら
れ
て
い
た
た
め
、勝
手
気
ま
ま
だ
っ
た
学
生
生
活
と
の
落
差
に
、

た
め
息
ば
か
り
つ
い
て
い
た
気
が
す
る
。
長
雨
が
心
理
に
影
響
を

与
え
て
い
た
に
違
い
な
い
。

　
豪
雨
被
害
に
遭
っ
た
地
域
の
人
た
ち
を
考
え
れ
ば
文
句
は
言
え

な
い
が
、
や
は
り
夏
ら
し
く
な
い
夏
は
意
気
が
上
が
ら
な
い
。
東

日
本
を
中
心
に
ビ
ア
ガ
ー
デ
ン
、
プ
ー
ル
、
海
の
家
に
は
当
て
が

外
れ
た
と
こ
ろ
が
多
い
と
聞
く
。
集
中
豪
雨
に
襲
わ
れ
た
花
火
大

会
で
は
浴
衣
姿
の
見
物
客
が
逃
げ
惑
い
、
台
風
５
号
に
直
撃
さ
れ

た
仙
台
七
夕
ま
つ
り
の
人
出
は
前
年
よ
り
２
割
以
上
も
減
っ
た
。

日
照
不
足
が
農
産
物
の
生
育
に
与
え
る
影
響
は
、
こ
れ
か
ら
が
心

配
だ
。

　
さ
て
、
こ
の
写
真
。
泣
く
人
が
い
れ
ば
笑
う
人
も
い
る
と
い
う

わ
け
だ
が
、何
と
も
不
思
議
な
カ
ッ
ト
だ
。ど
の
よ
う
に
し
て
撮
っ

た
の
だ
ろ
う
か
。
教
え
て
も
ら
っ
た
ら
、
乾
燥
機
の
奥
に
カ
メ
ラ

を
置
き
、ス
マ
ホ
の
ア
プ
リ
で
シ
ャ
ッ
タ
ー
を
切
っ
た
と
の
こ
と
。

　
タ
ネ
明
か
し
し
て
も
ら
っ
て
も
、分
か
る
よ
う
で
分
か
ら
な
い
。

ロ
ー
テ
ク
人
間
に
は
真
似
し
た
く
て
も
、
で
き
な
い
芸
当
だ
。
技

術
と
と
も
に
記
者
・
カ
メ
ラ
マ
ン
は
進
化
し
て
い
る
。

�

（
谷
　
定
文
）

泣
く
人

　笑
う
人
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